
梨
田
昌
孝
氏
に

浜
田
市
名
誉
市
民
の

新
市
誕
生
20周
年
記
念
式
典

称
号
を
授
与

住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜
田

～
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～

広
報

11 (2025年
)

N
o.295

令
和
７
年
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浜田市新市誕生20周年記念式典

平
成
17
年
10
月
１
日
に
旧
５
市
町

村
が
合
併
し
、
新
「
浜
田
市
」
が
誕

生
し
て
、
こ
の
た
び
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

市
は
こ
れ
を
記
念
し
て
10
月
５
日

㈰
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
「
浜
田
市

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
」
を
挙

行
し
、
約
５
５
０
人
の
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
こ
の
節
目
を
祝
い
、
更

な
る
市
政
発
展
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
、
浜
田
市
名
誉
市

民
の
顕
彰
や
浜
田
市
表
彰
・
新
市
誕

生
20
周
年
記
念
特
別
表
彰
を
行
う
と

と
も
に
、
式
典
終
了
後
は
、
浜
田
市

名
誉
市
民
章
を
授
与
さ
れ
た
元
プ
ロ

野
球
選
手
梨
田
昌
孝
氏
に
よ
る
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

浜田市名誉市民 梨田昌孝氏記念講演 石央文化ホール浜田少年少女合唱団による市民歌合唱

式辞を述べる久保田章市市長

浜
田
市
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典令和７年度浜田市表彰梨田昌孝氏に浜田市名誉市民の称号を授与

記念映像の上映

石見神楽の上演

問
合
せ

市
長
公
室
総
合
調
整
係

            

☎
㉕
９
１
０
０

名誉市民とは 市民又は市にゆ
かりの深い方で、公共の福祉を
増進し、産業若しくは文化の進
展に寄与し、又は自治の発展に
貢献し、その功績が卓絶で市民
から深く尊敬されている方に贈
る称号です。

　梨田昌孝氏は、浜田市出身の元プロ野球選手であり、引退後は、プロ野球球
団の監督として、素晴らしい実績を残すとともに、後輩の指導、育成に大きな
成果を果たし、日本の野球界に多大な貢献をされました。
　浜田高校３年生の時、主将として春夏甲子園に出場、強肩強打の捕手として、
全日本高校野球選抜チームに選出され、卒業後、1972年には、近鉄バファロー
ズに入団、正捕手として活躍し、二度のリーグ優勝に貢献されました。
　現役引退後は、テレビでの野球解説者やコーチを経て、2000年、大阪近鉄バファ
ローズの監督に就任され、島根県出身者として、初のプロ野球監督となられま
した。その後も、北海道日本ハムファイターズ、東北楽天ゴールデンイーグル
スなどで指揮を執り、数度にわたりリーグ優勝を果たされました。
　さらに、同氏は、第３回WBC（ワールド・ベースボール・クラシック）日本
代表チームに野手総合コーチとして招

しょうへい

聘され、日本を代表する多くの有名選手
の指導に当たられました。練習、そして試合を通じ、代表選手の成長を支え、
士気を高め、チームは、大会で準決勝まで進出し、ベスト４の好成績を収めら
れました。

浜田市名誉市民章

　梨田昌孝氏に、浜田市名誉市民の称号を贈
り、市民の皆さんとともに、その功績を称えま
した。浜田市名誉市民は、旧５市町村を通じて
20人目となります。

梨田昌孝氏
（元プロ野球選手）

浜田市名誉市民顕彰

　このように、監督、コーチとして、その卓越した指導力や人望、誠実な人柄により、チームとして優秀な実績を果
たすとともに、若い選手の育成においても、大きな実績を残し、プロ野球界の発展に大きな功績を残されました。
　さらに、同氏は、プロ野球人として、全国に名を知られる存在となられた後も、ふるさと浜田への愛着を持ち続け、
地域貢献に尽力されています。
2005年、新市誕生とともに始まった「梨田昌孝杯 学童軟式
野球大会」は、本年、第20回を迎え、多くの子どもたちにとっ
て、スポーツを通じて健全な成長を促す機会となっています。
同氏は、本大会に参加され、選手に指導、激励の言葉をかけ
られるなど、子どもたちにとって貴重な経験となるとともに、
浜田市におけるスポーツ振興、青少年の健全育成に、本大会
が大いに寄与しています。
　また、2020年、市外在住の出身者や浜田に愛着を持ってお
られる方々等で組織する「浜田応援団」の結成に当たっては、
団長に就任していただくなど、浜田を代表する著名人として、
浜田応援団のアピールに貢献いただいています。

名誉市民一覧
はこちらから
見られます

学歴
1969年　浜田市立第一中学校卒業
1972年　島根県立浜田高等学校卒業

主な職歴
1972年　近鉄バファローズ入団（ドラフト２位）
1988年　同　現役引退
1989年　プロ野球解説者、野球評論家
1993年　近鉄バファローズ
　　　　作戦バッテリーコーチ就任
1995年　同　バッテリーコーチ就任
1996年　同　二軍監督就任
1999年　大阪近鉄バファローズ　二軍監督就任
2000年　同　監督就任
2004年　同　監督退任
2005年　プロ野球解説者、野球評論家
2008年　北海道日本ハムファイターズ　監督就任
2011年　同　監督退任
2012年　プロ野球解説者、野球評論家

2013年　第３回WBC（ワールド・ベースボール・クラシック）
　　　　日本代表　野手総合コーチ就任
2016年　東北楽天ゴールデンイーグルス　監督就任
2018年　同　監督退任
2019年 プロ野球解説者、野球評論家

主な成績
選手通算成績 1323試合　3444打数　874安打
　　　　　　　113本塁打　打率.254
・ベストナイン　３回（1979年～1981年）
・ゴールデングラブ賞　４回（1979年～1981年、1983年）
・オールスター出場　７回（1979年～1983年、1985年～1986年）
・リーグ優勝　２回（1979年～1980年）
監督通算成績 805勝776敗
・リーグ優勝　２回（2001年、2009年）

主な受章表彰歴
2001年　島根県功労者表彰
2001年　浜田市ふるさと栄誉賞（旧浜田市）

梨田昌孝氏写真提供（©写真の鮎川）
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浜田市新市誕生20周年記念式典

令
和
７
年
度
浜
田
市
表
彰
・
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
特
別
表
彰

〜
市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
〜

市
で
は
、
浜
田
市
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
各
分

野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
へ
、
多
年
の
ご
功
労
に

感
謝
の
意
を
表
し
、
浜
田
市
表
彰
及
び
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
特
別

表
彰
を
行
い
ま
し
た
（
受
賞
者
一
覧
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

式典に出席された令和７年度浜田市表彰受賞者

式典に出席された新市誕生20周年記念特別表彰受賞者

上記の特別表彰
受賞者一覧は
こちらから
見られます

浜田市新市誕生20周年記念特別表彰

問合せ
　市長公室秘書係
　☎㉕９１０２

令和７年度浜田市表彰

《地方自治功労》27人
　市議会議員、消防団員など
《民生事業功労》１人
　民生委員・児童委員
《公衆衛生保健事業功労》10人
　公的医療機関等医師、
　公衆衛生関係団体役員など

《農林水産業功労》１人
　水産団体役員
《教育文化功労》14人
　まちづくりセンター職員、
　郷土芸能保存継承者など
《感謝状贈呈》４人
　寄附、寄贈など

《地方自治功労》106人
　行政連絡員、消防団員など
《民生事業功労》７人
　民生委員・児童委員、保護司など
《公衆衛生保健事業功労》10人
　公衆衛生関係団体役員

《教育文化功労》33人
　まちづくりセンター職員、学校医など
《感謝状贈呈》２人
　行政機関委員など

市長退任あいさつ
平成25年に市長に就任して以来、市政の推進に全
力を注いでまいりましたが、本年10月22日の任期満
了をもって退任することといたしました。
　この12年間を振り返りますと、生まれ育ったふる
さと浜田を元気にするために、様々な施策に取り組
みました。こうした施策を推進し、一定の成果を上
げることができましたのも、国や県などの支援、浜
田市議会の皆さんからのご意見やご提案、市民の皆
さんからのご理解とご協力があったからこそであり
ます。
　今後の浜田市の更なる発展と、お世話になった全
ての皆さんのご健勝、ご多幸を心から祈念申し上
げ、退任に当たってのお礼の挨拶とさせていただき
ます。本当にありがとうございました。

10
月

久
保
田
章
市
市
長
就
任

１
月

Ｊジ
ェ
ー
テ
ィ
ーＴ

跡
地
の
活
用
開
始

４
月

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
の

　
　
　
「
扉
を
開
け
て
…
市
長
室
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
　
　
放
送
開
始

市
民
へ
市
政
情
報
発
信

５
月
「
浜
田
港
四
季
の
お
魚
」
26
種
選
定

11
月
「
和
紙
：
日
本
の
手
漉
和
紙
技
術
」
が

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
決
定

４
月

長
浜
西
住
宅
供
用
開
始

４
月

国
府
小
学
校
開
校

８
月

広
浜
鉄
道
今
福
線
を
活い

か
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
開
催

10
月

合
併
10
周
年
記
念
式
典
開
催
、

　
　
　
名
誉
市
民
・
坂
根
正
弘
氏
を
顕
彰

10
月

シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
就
労
人
材
育
成
事
業

　
　
　
開
始

２
月

第
１
回
山
陰
浜
田
港
マ
リ
ン
大
橋

　
　
　
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
開
催

４
月

旭
小
学
校
開
校

４
月

三
重
県
松
阪
市
と
駅
鈴
で
結
ぶ
観
光
・
文
化

　
　
　
交
流
協
定
締
結

７
月

敬
老
福
祉
乗
車
券
交
付
事
業
開
始

７
月

全
国
初
の
移
動
期
日
前
投
票
所
の
運
用
開
始

10
月

Ｂバ

イ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
開
始

８
月

沖
合
底
び
き
網
漁
船
リ
シ
ッ
プ
実
証
事
業
完
了

９
月

地
域
活
性
学
会
研
究
大
会
が
県
立
大
学

　
　
　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
開
催

10
月

市
長
選
挙
で
久
保
田
市
長
再
選（
第
２
期
目
）

５
月

北
前
船
寄
港
地
の
外
ノ
浦
な
ど
が

　
　
　
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
認
定

10
月

未
就
学
児
の
医
療
費
負
担
を
無
料
化

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

久
保
田
市
政
の
あ
ゆ
み

久
保
田
章
市
市
長
は
、
平
成
25

年
10
月
に
新
浜
田
市
２
代
目
市
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
３

期
12
年
を
務
め
ら
れ
、
多
く
の
実

績
を
残
さ
れ
、
こ
の
た
び
令
和
７

年
10
月
22
日
の
任
期
満
了
を
も
っ

て
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
久
保
田
市
長
の
12
年
の

あ
ゆ
み
と
数
々
の
功
績
を
振
り
返

り
ま
す
。

Ａ

Ａ

B

２
月
　

第
１
回
山
陰
浜
田
港
マ
リ
ン
大
橋

B

久保田章市市長　在職12年のあゆみ

平
成
30
年

上記の市表彰
受賞者一覧
はこちらから
見られます 写真提供（©写真の鮎川）
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４
月

誘
致
企
業
の
㈱
浜
田
メ
イ
プ
ル
牧
場
が
操
業

　
　
　
開
始

５
月

石
見
神
楽
が
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
認
定

10
月

浜
田
城
資
料
館
オ
ー
プ
ン

10
月

浜
田
開
府
四
百
年
祭
の
記
念
式
典
開
催

10
月

浜
田
城
資
料
館
に
駅
鈴
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

１
月

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
初
感
染
確
認

　
　
　
以
降
、
各
種
対
策
実
施

１
月

浜
っ
子
ラ
イ
ン
ク
ラ
ブ
創
設

２
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
を
設
置

３
月

浜
田
城
下
町
案
内
板
設
置

３
月

浜
田
市
の
歴
史
読
本
「
ふ
る
さ
と
浜
田
の

　
　
　
歩
み
」
刊
行

７
月

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

　
　
　
「
は
ま
だ
飲
食
・
宿
泊
応
援
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
（
第
１
弾
）」発
行

以
降
、計
４
回
発
行（
※
）

８
月

浜
田
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
７
号

　
　
　
荷
さ
ば
き
所
供
用
開
始

８
月

浜
田
応
援
団
設
立

12
月

浜
田
駅
前
広
場
整
備
事
業
が
完
了

４
月

島
根
県
市
長
会
会
長
に
就
任

４
月

自
治
区
制
度
か
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
移
行

　
　
　
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
）

　
　
　
公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
移
行

４
月

音
楽
を
核
と
し
た
定
住
促
進
事
業
開
始

７
月

は
ま
だ
お
魚
市
場
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

７
月

ふ
る
さ
と
納
税
受
入
額
で
浜
田
市
が

　
　
　
中
国
地
方
第
１
位
（
令
和
２
年
度
分
）

10
月

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
等
運
行
支
援
事
業
開
始

10
月

市
長
選
挙
で
久
保
田
市
長
再
選（
第
３
期
目
）

11
月

全
国
未
成
線
サ
ミ
ッ
ト
を
浜
田
市
で
初
開
催

平
成
31
年

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

久
保
田
市
政
の
あ
ゆ
み

久
保
田
章
市
市
長
は
、
平
成
25
年

10
月
に
新
浜
田
市
の
２
代
目
市
長
に

就
任
し
て
以
来
、「
住
み
た
い
住
ん
で

よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜

田
」
の
実
現
に
向
け
、
７
つ
の
「
ま
ち

づ
く
り
大
綱
」
を
基
本
と
し
た
施
策
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

令
和
元
年
に
は
、
浜
田
開
府
四
百
年

を
記
念
し
た
各
種
事
業
、
式
典
を
開
催

し
、
同
年
に
は
旧
御
便
殿
を
整
備
し
、

浜
田
城
資
料
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
浜

田
の
歴
史
を
再
認
識
す
る
文
化
伝
承
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
の
一
環
で
、
平
成
28
年

７
月
に
敬
老
福
祉
乗
車
券
交
付
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
に
は
、
高

齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
確
保
の
た
め
に

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
等
運
行
支
援
事
業

を
開
始
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
は
、
県

大
学
生
の
地
域
活
動
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
対
象
を
拡
大
す
る
な
ど
、
福
祉
・

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
力
を
入
れ
ま

し
た
。

令
和
４
年
１
月
に
病
児
・
病
後
児
保

育
室
、
同
年
４
月
に
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
子
育

て
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

令
和
２
年
に
国
内
で
初
め
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
感
染
対
策
を
呼
び
か

け
る
一
方
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
を

守
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
各

種
支
援
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
８
月
に
浜
田
応
援
団
を
設

立
し
、
令
和
３
年
４
月
に
音
楽
を
核
と

し
た
定
住
促
進
事
業
を
開
始
す
る
な

ど
、
関
係
人
口
の
創
出
、
若
者
の
雇
用

確
保
や
定
住
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

E D C

石
見
神
楽
が
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
認
定

C

２
月
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
を
設
置

３
月
　

浜
田
市
の
歴
史
読
本
「
ふ
る
さ
と
浜
田
の

E

D

FH

G

F
G

１
月
病
児
・
病
後
児
保
育
室
、
休
日
応
急
診
療
所
オ
ー
プ
ン

４
月

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
す
く
す
く
」
オ
ー
プ
ン

４
月

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
18
歳
ま
で
拡
充

５
月

中
国
市
長
会
会
長
就
任

５
月

対
象
を
全
事
業
に
拡
大
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

　
　
　
「
は
ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
発
行　
　
　

　
　
　
以
降
、計
４
回
発
行（
※
と
併
せ
て
計
８
回
発
行
）

７
月

石
見
神
楽
国
立
劇
場
公
演

９
月
「
浜
田
市
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

　
　
　
シ
テ
ィ
」
表
明

４
月

浜
田
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
４
号

　
　
　
荷
さ
ば
き
所
供
用
開
始

４
月
「
浜
田
市
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
宣
言

５
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行

７
月

浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

８
月

江
戸
三
大
祭
の
深
川
八
幡
祭
で
富
岡
八
幡
宮

　
　
　
境
内
に
て
石
見
神
楽
初
上
演

11
月

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

　
　
　
〈
首
長
の
部
〉
優
秀
賞
受
賞

４
月

周
布
川
西
防
災
セ
ン
タ
ー
開
所

７
月

全
国
市
長
会
過
疎
関
係
都
市
連
絡
協
議
会

　
　
　
会
長
に
就
任

11
月

温
泉
総
選
挙
で
美
又
温
泉
が「
美
肌
部
門
」、

　
　
　
旭
温
泉
が
「
歴
史
／
文
化
部
門
」
で
全
国
１
位

１
月

㈱
三
陽
と
の
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
包
括

　
　
　
連
携
協
定
締
結

３
月

愛
称
「
田
町
通
り
踏
切
」
開
通

５
月

プ
ロ
キ
シ
マ
ー
㈱
と
の
養
殖
事
業
の
事
業
化

　
　
　
に
向
け
た
調
査
・
研
究
に
関
す
る
協
定
締
結

６
月

全
国
市
長
会
で
永
年
勤
続
功
労
表
彰
受
賞

６
月

浜
田
市
単
独
石
見
神
楽
大
阪
・
関
西
万
博
公
演

７
月

美
又
温
泉
外
湯
整
備
事
業
着
工

10
月

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
開
催
、

　
　
　
名
誉
市
民
・
梨
田
昌
孝
氏
を
顕
彰

10
月

久
保
田
市
長
退
任

問
合
せ

市
長
公
室
総
合
調
整
係

            

☎
㉕
９
１
０
０

令
和
４
年

令
和
５
年

令
和
６
年

令
和
７
年

久保田市長12年のあゆみ

４
月
　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

18
H

IJK

Ｌ

M

以
降
、計
４
回
発
行（
※
と
併
せ
て
計
８
回
発
行
）

I

月
　

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

J

７
月
　

全
国
市
長
会
過
疎
関
係
都
市
連
絡
協
議
会

K

１
月
　

㈱
三
陽
と
の
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
包
括

３
月
　

愛
称
「
田
町
通
り
踏
切
」
開
通

Ｌ

　

プ
ロ
キ
シ
マ
ー
㈱
と
の
養
殖
事
業
の
事
業
化

M

水
産
業
で
は
、
高
度
衛
生
管
理
型
荷

さ
ば
き
所
の
整
備
に
着
手
し
、
令
和
２

年
に
７
号
荷
さ
ば
き
所（
ま
き
網
）が
、

令
和
５
年
に
４
号
荷
さ
ば
き
所
（
沖
合

底
び
き
網
な
ど
）が
供
用
開
始
。ま
た
、

旧
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
令
和
３
年
７
月
に
、
は
ま
だ

お
魚
市
場
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
。
漁
港
エ
リ
ア
の
水
産
観
光
拠
点
と

し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石
見
神
楽

に
つ
い
て
は
、
国
立
劇
場
公
演
、
富
岡

八
幡
宮
で
の
上
演
に
続
き
、
令
和
７
年

に
大
阪
・
関
西
万
博
で
の
浜
田
市
単
独

の
石
見
神
楽
公
演
を
行
い
、
国
内
外
で

の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

美
又
温
泉
と
旭
温
泉
は
温
泉
総
選
挙

の
各
部
門
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し

た
。
令
和
７
年
７
月
に
は
美
又
温
泉
外

湯
整
備
事
業
を
着
工
し
、
泉
質
の
良
さ

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

浜
田
駅
周
辺
の
整
備
で
は
、
令
和
２

年
12
月
に
、
駅
南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど

の
浜
田
駅
前
広
場
整
備
事
業
が
完
了
。

令
和
７
年
３
月
に
南
北
道
路
を
整
備

し
、
愛
称
「
田
町
通
り
踏
切
」
が
開
通

し
ま
し
た
。

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

行
政
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い

ま
す
が
、
各
地
域
の
輝
き
に
磨
き
を
か

け
、「
元
気
な
浜
田
」
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
久
保
田
市
長
の
熱
い
思
い
は
、

浜
田
市
の
至
る
と
こ
ろ
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
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～

対象

日時
場所

平成17年４月２日～
平成18年４月１日に生まれた人
令和８年１月３日㈯　午後１時30分～
石央文化ホール

問合せ　まちづくり社会教育課社会教育係
　　　　☎㉕９２０４

○現在浜田市に住んでいる（浜田市
　出身でなくても可）又は浜田市出
　身で現在市外に住んでいる人が参
　加できます。
○詳細は市ホームページをご確認く
　ださい。

市ホームページ
はこちらから
見られます

全国 大 会 出場 おめでとうございます
全国大会への入賞、出場報告のため、市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

祝
令和７年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会

（広島県：７月25日㈮～29日㈫）
第49回全国高等学校総合文化祭かがわ総文祭2025

（香川県：７月26日㈯～30日㈬）

第34回全国水産・海洋高等学校生徒研究発表
（愛媛県：12月11日㈭～12日㈮）

（左から）
野村紫音さん　　浜田水産高校３年
浜角みひろさん　浜田水産高校３年
和田海璃さん　　浜田水産高校３年

JOC第56回U16陸上競技大会
（三重県：10月17日㈮～19日㈰）

（左から）
牛尾陽菜さん（第一中学校２年）
新田朋華さん（三隅中学校３年）

三明美咲さん（第一中学校２年）
三浦璃緒さん（浜田商業高校１年）

（左から）
長尾涼香さん（浜田商業高校３年）
品川生翔さん（浜田商業高校３年）

松崎悠生さん（浜田商業高校２年）
畑岡恒彦さん（浜田商業高校３年）

第79回国民スポーツ大会グラウンド・ゴルフ競技会
（滋賀県：９月13日㈯～14日㈰）
第37回全国健康福祉祭ぎふ大会
（岐阜県：10月19日㈰～20日㈪）

（左から）　　　 みすみスポーツクラブ
篠原早由美さん　　原田おさめさん　　桑本聖さん　　　
槇内京子さん　　　槇内満利夫さん　　岡村繁喜さん　　

令和８年浜田市二十歳の集いの
を開催します

～ 市長日記 （令和７年９月）元気な浜田をつくります

市民への食育啓発活動として、食育フェ
スタin浜田を開催しました（９月28日）

石見ケーブルビジョン㈱の「扉を開けて
…市長室からのメッセージ」最後の番組
収録を行いました（９月24日）

浜田市交通指導員の
委嘱式を開催しまし

た（９月22日）

秋の全国交通安全運動に併せて、浜田市
役所前国道９号で街頭啓発活動を行いま
した（９月22日）

大田市で開催された山陰自動車道建設促
進島根県民総決起大会2025に出席しまし
た（９月21日）

三桜酒造跡地で浜田駅周辺エリアの活性
化社会実験が始まり、まちなか夜神楽上
演を行いました（９月14日）

東京2025世界陸上男子3000ｍ障害に出場し
た三浦龍司選手の応援パブリックビューイ
ング（予選）に出席しました（９月13日）

各地域の敬老会に出席しました
※　写真は特別養護老人ホームたんぽぽ
　の里（９月13日）

地域活性学会、県立大学、浜田市が共催で地域活性
学会研究大会を県立大学浜田キャンパスで開催し、
ファシリテーターなどを務めました（９月６日、７日）

クルーズ船「飛鳥Ⅱ」が浜田港へ入港し、歓迎セレモニーを開催しました（９月４日）

島根県農業協同組合いわみ中央地区本部
から子育て世代施策として母子手帳ケー
スの寄附贈呈を受けました（９月１日）

㈱キヌヤと災害時における支援協力に関
する協定を締結しました（９月１日）

※　９月の市長日記のため、久保田前市長の公務を掲載しています。 8広報はまだ：令和７年11月号
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浜
田
市
出
身
の
三
浦
龍
司
選
手
（
Ｓス

バ

ル

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
）
が
、
東
京

２
０
２
５
世
界
陸
上
の
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
に
出
場
し
、
世
界

大
会
と
い
う
大
舞
台
で
２
大
会
連
続
入
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

９
月
13
日
㈯
の
予
選
で
は
1
組
目
に
登
場
、
序
盤
か
ら
上
位
に

つ
け
、
8
分
30
秒
04
の
3
着
で
決
勝
に
進
出
。
15
日
㈷
の
決
勝
で

は
、
前
半
か
ら
前
方
が
見
え
る
好
位
置
を
キ
ー
プ
し
な
が
ら
着
実

に
周
回
を
重
ね
、
最
後
の
水す

い
ご
う濠

付
近
で
は
上
位
争
い
を
繰
り
広
げ
、

８
分
35
秒
90
の
記
録
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、
見
事
８
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

三
浦
選
手
の
母
校
国
府
小
学
校
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
、
予
選
は
約
１
3
０
人
、
決
勝
は
約
１
5
０
人
と
、

陸
上
関
係
者
や
地
元
住
民
な
ど
多
く
の
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。
金
色
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を
手
に
、
浜
田
の
地
か
ら

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

会
場
の
国
立
競
技
場
で
も
、
三
浦
龍
司
選
手
が
小
中
学
生
時
代

に
所
属
し
て
い
た
浜
田
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
の
指
導
者
を
は
じ
め
、

多
く
の
市
民
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
三
浦
選
手
が
紹
介
さ
れ
る

と
、
会
場
内
が
歓
声
に
沸
き
立
ち
、
終
盤
で
３
位
に
順
位
を
上
げ

た
時
に
は
、
ま
さ
に
地
鳴
り
の
よ
う
な
大
声
援
で
三
浦
選
手
の
背

中
を
押
し
ま
し
た
。

競
技
後
、
浜
田
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
の
上
ケ
迫
定
夫
さ
ん
は
、

「
さ
ら
に
メ
ダ
ル
が
近
付
い
た
。
接
触
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
龍

司
が
も
っ
と
前
を
走
っ
て
い
た
ら
接
触
し
な
か
っ
た
。
次
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
成
長
し
た
教
え

子
の
姿
に
感
動
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
㉕
９
７
２
１

心
が
震
え
た

東
京
2
0
2
5

世
界
陸
上

感
動
を
あ
り
が
と
う

感
動
を
あ
り
が
と
う

感
動
を
あ
り
が
と
う

感
動
を
あ
り
が
と
う

三
浦
龍
司
選
手

©アフロスポーツ

©森田直樹/アフロスポーツ

11 広報はまだ：令和７年11月号



1213 広報はまだ：令和７年11月号広報はまだ：令和７年11月号

問合せ 環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

市役所各支所に設置している

　「ペットボトル（本体）」、「びん」、「空き缶」を回収するリサイクルステーションを市役所各支所に設置していま
すが、利便性の向上のため、設置場所を変更し、利用時間を統一します。
※　既存のステーションは撤去します。
変更日　　11月４日㈫
利用時間　午前７時～午後７時（土・日・祝日、年末年始を除く）
場所　　　下記のとおり

金城支所 旭支所

弥栄支所 三隅支所

リサイクルステーション11月４日㈫～

の場所が変わります

旭支所

駐車場

駐車場
弥栄支所

車庫

安城
まちづくり
センター

弥栄会館

三隅川

三隅支所

駐車場

金城支所

金城
図書館

みどりかいかん

駐車場美又温泉日帰り入浴施設（外湯）の愛称候補を募集します。
詳細は、市ホームページ又は右記二次元コードからご確認いただき、応募してください。
募集期間　10月14日㈫～12月15日㈪
応募方法　市ホームページ内の応募フォーム又は応募用紙に
　　　　　必要事項を記入の上、直接持参、郵送又はメール
　　　　　で応募してください。
　　　　　応募用紙は、金城支所産業建設課、市役所本庁観光
　　　　　交流課又は美又温泉国民保養センターにあります。

問合せ　金城支所産業建設課　☎42１２３３
　　　　〒697-0121
　　　　浜田市金城町下来原171番地
　　　　mail：k-sangyou@city.hamada.lg.jp

①結婚新生活支援事業補助金 ②結婚新生活応援金

概要

　新婚世帯の住居費（購入費用、賃貸費用、
リフォーム費用）や引っ越し費用を補助します。
・補助上限額　１世帯当たり30万円
※　ただし、夫婦ともに29歳以下の場合１世帯
　当たり60万円

新婚世帯へ結婚新生活応援金を支給します。
・１世帯当たり10万円

対象要件
（※）

・令和７年１月１日以降に婚姻届を提出
・夫婦ともに婚姻日の年齢が39歳以下
・申請時に夫婦ともに住民票の住所が補助対象と
なる住宅の住所になっていること

・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が浜
田市に定住する見込みがあること

・直近の所得証明書をもとにした夫婦合計所得が
500万円未満であること

・婚姻日に夫婦双方又は一方が市内に住所を有し、
かつ申請時に夫婦ともに市内に住所を有すること
・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が浜
田市に定住する見込みがあること
・年齢要件、所得要件、使途の制限なし

申請期間 令和８年２月末日まで 婚姻日から１年以内

市では、新規に婚姻した世帯に対し、少子化対策及び定住促進を目的として、次の①又は②の
いずれかの支援を行います。

※　対象要件はほかにもありますので、お問い合わせください。

新婚世帯の新生活を応援します

問合せ　定住関係人口推進課移住定住係
　　　☎㉕９５１１

市ホームページ
はこちらから
見られます

はまだの を応援婚結

美又温泉日帰り
入浴施設（外湯）

美又温泉日帰り入浴施設　イメージ図
（令和８年12月オープン予定）

愛称候補募集

駐車場

【変更前】金城図書館横
【変更後】金城図書館横
　　　　　公用車駐車場一画

【変更前】旭支所１階川側入口
　　　　　階段下（建物内）

【変更後】旭支所１階川側入口
　　　　　高架下

【変更前】弥栄支所１階正面　
　　　　　入口左側（建物内）

【変更後】弥栄支所イベント　
　　　　　広場公用車車庫横 【変更前】三隅支所中庭 【変更後】三隅支所正面入口横



1415 広報はまだ：令和７年11月号広報はまだ：令和７年11月号

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

浜田地区広域行政組合

歳入 （単位：千円）
区分 決算額

分担金及び負担金 3,144,552
使用料及び手数料 67,843
国庫支出金 1,406,448
県支出金 30,150
財産収入 15
繰入金 1,459
繰越金 32,276
諸収入 69,694
歳入合計 4,752,437

令和６年度　浜田地区広域行政組合決算総括表   （単位：千円）
会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額（※）

一般会計 4,752,437 4,699,180 53,257

介護保険特別会計 12,104,481 11,816,177 288,304

合計 16,856,918 16,515,357 341,561

※　差引残額は翌年度に繰越したのち、国や県及び関係市に償還されます。

一般会計の決算状況
歳出 （単位：千円）

区分 決算額
議会費 282
総務費 47,103
民生費 114,419
衛生費 4,537,376
公債費 0
歳出合計 4,699,180

歳入 （単位：千円）
区分 決算額
保険料 2,168,826

分担金及び負担金 1,704,889
使用料及び手数料 144
国庫支出金 3,061,536
支払基金交付金 2,974,745
県支出金 1,673,984
財産収入 261
繰入金 108,906
繰越金 406,611
諸収入 4,579
歳入合計 12,104,481

介護保険特別会計の決算状況
歳出 （単位：千円）

区分 決算額
総務費 269,792
保険給付費 10,488,443

財政安定化基金拠出金 0
地域支援事業費 619,918
保健福祉事業費 1,117
基金積立金 144,034
公債費 0
諸支出金 292,873
歳出合計 11,816,177

令和６年度　決算状況のお知らせ
問合せ
浜田地区広域行政組合総務課総務係
☎０８５５53５０８２若者世代の同窓会開催費用の一部を補助します

ふるさと同窓会支援事業補助金

項目 内容

要件

・市内で飲食物を提供する施設で開催すること
・市内の学校の卒業生が当該学校の学年、学級、部活動、サークルなどのグループ単位で開催　
　すること
・広く同窓生に案内して開催すること
・10人以上（同窓生の人数が20人に満たない場合は、当該同窓生の人数の半数以上）の若者
　（39歳以下）が出席すること
・市が実施するアンケート及び市の施策に関する情報発信に協力すること

補助対象経費
・案内文書の作成及び送付に要する経費
・飲食店に支払う飲食費及び会場代
・集合写真の撮影及び印刷に要する経費

補助金の額

・同窓会に出席した若者の人数×２千円　（上限５万円）
　（補助対象経費の総額を出席者数で割った額が２千円に満たない場合は、その額を出席した若者
　の人数に乗じた額）
　※　千円未満の端数切り捨て
　※　予算がなくなり次第終了

申請方法
・同窓会開催日の10日前までに、必要書類を本庁舎４階定住関係人口推進課へ提出してください。
・メールやインターネットでの申請も可能です。

※　詳細は市ホームページをご確認ください。
　問合せ
　定住関係人口推進課関係人口係
　☎㉕９５１１

同窓生は８人（20人未満）
だったけど…

８人の同窓生のうち
４人以上参加

　同窓生が８人中４人参加しているため、
2,000円×４人分＝8,000円が補助対象額となります。

例えばこんな場合は対象になるの??例えばこんな場合は対象になるの

小規模校
３年１組の
同窓会の場合

 申請できます

※　上記要件：同窓生の人数が20人に満たない場合は、当該同窓生の人数の半数以上に該当

答え

市ホームページ
はこちらから
見られます

　市では、同世代が集まって地元浜田の良さを再発見する機会を創出し、若者世代の郷土愛の醸成や関係人口
の増加、Uターン及び定住促進を図るため、次の要件を満たす「同窓会」を開催する場合に補助金を交付します。
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ステージ前飲食スペースで各酒造の日本酒を楽しむ来場者

俊敏性テストを受ける参加者

啓発活動中の様子

キッチンカーにできた長蛇の列

　９月14日㈰から10月５日㈰まで、計５回にわたり浜田駅周辺
活性化社会実験が三桜酒造跡地で行われました。
　９月21日㈰には「石州酒まつり」が開催され、市内外から約
350人の来場者がありました。来場者は、おちょこを持って８酒
造のブースを巡り、日本酒の飲み比べを楽しんでいました。
　会場にはホビーマルシェのブースも設けられ、子どもの楽し
そうな笑い声や、お酒と一緒に音楽や会場の雰囲気を楽しむ大
人のにぎやかな会話が響いていました。

　９月21日㈰、秋の交通安全運動の初日に、キヌヤ金城店前で、
交通安全協会雲城分会が交通安全啓発活動を行いました。
　当日は小雨が降る中、駐在所から警察官も応援に駆け付け、
雲城分会と協力して、キヌヤに来店した人に交通安全啓発のチ
ラシなどを手渡し、安全運転や夕暮れ時の早めのライト点灯な
どを呼び掛けました。
　雲城分会の金子正志会長は「分会員と協力し、市民の人たち
の交通安全意識を高めていきたい」と話していました。

　９月17日㈬、久佐まちづくりセンターで、「自分は大丈夫、
そんな過信はありませんか」と題し、高齢者を対象にした交通
安全教室が開催されました。参加者は、最初に浜田警察署交通
課の石原辰徳警部補から交通安全について話を聞いた後、認知
機能検査や機材を使用した俊敏性テストを受けました。その後、
交通事故防止に効果的な機能を備えたサポートカー乗車体験を
行い、踏み間違い防止機能や自動駐車機能を体験しました。
　石原警部補は「今回の講習を通じて交通安全の意識を高めて
もらい、高齢者の事故を減らしたい」と話していました。

　９月14日㈰、「第44回旭温泉まつり」があさひ荘周辺で開催
されました。アルカリ性でつるりとした肌触りの旭温泉には、
地域住民はもとより、県内外から多くの利用者が訪れ、昭和53
年に第１回旭温泉まつりが開催されて以来、旭温泉の恒例行事
となっています。当日は、旭中学校の吹奏楽、大道芸の変面や
石見神楽、餅まきなどのステージイベントに加え、キッチンカー
や赤梨販売などの出店もあり、約800人の来場者でにぎわいま
した。また、旭温泉まつり実行委員会は、来場者に温泉総選挙
2025の応援投票も呼びかけ、温泉のP

ピーアール

Rを行いました。

三桜酒造跡地でにぎわいづくり
～ 浜田駅周辺活性化社会実験 ～

はまだ

かなぎ

秋の交通安全運動
～ 交通安全啓発活動 ～

かなぎ

やわらかなお湯、ぜいたくな時間
～ 旭温泉まつり ～

あさひ

非常食のアレンジレシピを試作する様子

大型クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」

避難所設営に参加した皆さん

防災ゲーム「まなぼっちゃ」を楽しむ参加者

９月11日㈭、弥栄中学校２年生が防災学習の一環として、災
害時の対応力を養うため、非常食を使ったアレンジレシピを考
案する「非常食アレンジレシピ試作会」を行いました。
　非常食のご飯にさば缶や豆などの食材を混ぜたり、おやつを
作ったりと、主菜、副菜、おやつなど避難所で簡単にできるア
レンジレシピを考案し、試作しました。
　今回の試作でおいしくできたレシピは、今後、レシピ集とし
てまとめ、弥栄町内の避難所やまちづくりセンターに配布する
予定となっています。

　９月９日㈫、弥栄中学校１年生が防災学習の一環として、同
校体育館で、中学校に配備してある防災物品などを使用した避
難所設営訓練を行いました。当日は地域の人やまちづくりセン
ター職員なども参加し、弥栄中学校体育館が避難所になった場
合を想定して、避難所用間仕切り４部屋セット、簡易ベッド、
簡易トイレ、新聞紙を利用したスリッパなどを作りました。
　参加した生徒は、「弥栄中が避難所になった時には、自分た
ちが率先して今日学んだことを地域の皆さんに伝えながら避難
所設営を頑張りたい」と話していました。

　９月４日㈭、大型クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」が約600人の乗客と
ともに、８年ぶりに浜田港に寄港しました。島根県内のゆるキャ
ラや港湾関係者などがお出迎えし、盛大な歓迎セレモニーが行
われました。
　乗客は下船後、石見地域を巡るオプショナルツアーに参加し、
石見神楽の鑑賞や石見銀山の散策をとおして、文化や歴史に触
れる体験を楽しみました。
　同日午後５時に、「飛鳥Ⅱ」は多くの人と美しい夕日に見送ら
れながら、浜田港を出港しました。

　８月21日㈭、三隅まちづくりセンターで、「夏休み子ども防災
フェスタ」が開催され、小学生18人が参加しました。
　この催しは、体験を取り入れた学びを通して、子どもの防災
意識を高めることを目的に、三隅地区まちづくり推進協議会が
企画したものです。当日は、災害時に必要な道具について学ぶ
防災ゲーム「まなぼっちゃ」や、煙を使った避難体験を行いま
した。また、非常時にできる炊き出し方法も学び、カレーライ
スを作って食べました。参加した児童は、「炊き出しや煙の避難
体験ができて、とても勉強になった」と話していました。

非常時もおいしいご飯を
～ 非常食アレンジレシピ試作会 ～

やさか

また会う日まで！
～ クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」寄港 ～

はまだ

いざという時のために…
～ 避難所設営訓練 ～

やさか

防災について楽しく学ぶ
～ 夏休み子ども防災フェスタ ～

みすみ

自分は大丈夫、そんな過信はありませんか
～ 交通安全教室 ～
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技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
処

置
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。
緊
急
時
は
、
近
く
の

認
定
事
業
所
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
に
備
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
住
ま
い
の
地
域
周
辺
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
企
画
係

☎
㉕
５
１
６
７

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
か
ら
試
験
電
文

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
時

11
月
12
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
内
容

「
件
名
：
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試

験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

新たに認定された事業所の皆さん

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

Jジ
ェ
ー

ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
令
和
６
年
度
以
降
、
毎
年

６
月
第
１
日
曜
日
の
午
前
中
に
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す

訓
練
日
時

令
和
８
年
６
月
７
日
㈰

午
前
８
時
45
分
頃
〜

訓
練
内
容

災
害
時
の
避
難
訓
練
な
ど

※

町
内
清
掃
な
ど
の
行
事
を
予
定

し
て
い
る
地
域
で
は
、
行
事
終
了

後
に
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
配
慮

い
た
だ
き
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
、
11
月
9
日
㈰
か
ら
15
日
㈯
ま
で

の
7
日
間
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

急
ぐ
日
も

足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

※

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、
火

の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

※

町
内
会
な
ど
で
実
施
す
る
消
火

訓
練
な
ど
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
㉒
１
１
６
７

※　ごみ処理にかかった費用は、約10億6,414万円
で、このうち約１億5,482万円（全体の約14.5％）
をごみ袋の売上収入などで賄っています。
　　なお、歳入と歳出の差額である約９億931万円
は、税金などで補填しています。

資源ごみ売払収入　20,334,479円

アルミ缶　　　 18,136,635円
スチール缶　　　1,440,934円
ペットボトル　　   728,640円
ビールびん　　　　28,270円

ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 104,717,389
ごみ搬入手数料 3,004,370
資源ごみなど売払収入 22,730,213
可燃ごみ焼却灰処分費 24,187,000
敷地使用料、許可手数料など 185,120

歳入額　合計 154,824,092

【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製、販売経費 44,563,381
ごみ収集経費 234,687,491
資源ごみ中間処理経費 95,029,597
不燃ごみ処理場経費 30,099,865
可燃ごみ処理場運営負担金 555,129,000
人件費 98,815,155
家庭ごみ収集日程表作製費など 5,812,483

歳出額　合計 1,064,136,972

歳出額－歳入額 909,312,880

（内訳）

きちんとした分別は
資源再利用や経費削
減につながります。

鉄くず売払収入　　 2,395,734円

令和６年度　浜田市のごみ処理経費 生
活
・
環
境

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
に
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

更
新
手
続

有
効
期
限
の
約
３
か
月
前
に
、「
有

効
期
限
通
知
書
」
が
届
き
ま
す
。
通

知
書
が
な
く
て
も
、
更
新
手
続
が
可

能
で
す
。

開
設
日

10
月
26
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
の

混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お
待
た
せ

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

マイナンバー
カードの詳細は
こちらから
見られます

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐Ｔａｘ
で
確
定
申
告
す
る

人
は
電
子
証
明
書
の
期
限
切
れ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
電
子
証
明
書
付
き
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合

は
、
総
合
窓
口
課
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

が
切
れ
た
場
合
は
再
申
請
が
必
要
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

は
、
本
人
確
認
書
類
を
提
示
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
総
合
窓
口
課
及
び
各

支
所
市
民
福
祉
課
で
写
真
撮
影
し
、

職
員
が
代
わ
り
に
申
請
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

エコドライブをしよう

11月は「エコドライブ推進月間」です
　エコドライブとは、やさしい発進を心がけたり、無駄なアイドリングをやめることで燃料消費量や
CO2排出量を減らす運転のことです。
　エコドライブは、環境にやさしいだけでなく、交通事故の削減にもつながります。また、燃料消費
量が少ない運転は、お財布にやさしいだけでなく、同乗者が安心できる安全な運転でもあります。心
にゆとりをもって走ること、時間にゆとりをもって走ること、これもまた大切なエコドライブの心が
けです。
　地球温暖化防止につながる「運転技術」や「心がけ」でエコドライブを始めてみませんか。

１　ふんわりアクセル「eスタート」
２　車間距離にゆとりをもって、
　　加速・減速の少ない運転
３　減速時は早めにアクセルを離そう
４　エアコンの使用は適切に
５　ムダなアイドリングはやめよう

エコドライブ10のすすめ
６　渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
７　タイヤの空気圧から始める点検・整備
８　不要な荷物は降ろそう
９　走行の妨げとなる駐車はやめよう
10　自分の燃費を把握しよう

環境にやさしい

環 境 コラムコラム

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
に
設
置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
か
ら
の
証
明
書
発
行
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時

11
月
８
日
㈯

午
前
６
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時

※

日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

町
内
会
・
自
治
会
は
、
地
域
に
住

む
人
た
ち
が
、
隣
近
所
で
互
い
に
連

携
し
支
え
合
い
な
が
ら
、
豊
か
で
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動

を
自
主
的
に
行
う
最
も
身
近
な
住
民

自
治
組
織
で
す
。
町
内
会
・
自
治
会

に
加
入
し
て
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
会
・
自
治
会
で
は
こ
ん
な
活
動

を
し
て
い
ま
す

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

・
防
犯
灯
の
維
持
管
理

・
地
域
の
清
掃
活
動
（
側
溝
の
泥
上

げ
、
草
刈
り
、
公
園
清
掃
な
ど
）

・
防
災
、
防
犯
活
動

・
子
ど
も
会
活
動

・
町
内
会
・
自
治
会
で
の
交
流
活
動

（
運
動
会・盆
踊
り・秋
祭
り
な
ど
）

地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他

人
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
い
ざ
と

い
う
時
に
は
、
隣
人
や
近
所
の
人
を

頼
り
に
で
き
ま
す
。
地
震
や
火
事
な

ど
の
災
害
時
や
、
急
病
に
な
っ
た
時

な
ど
に
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
助

け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に

町
内
会・自
治
会
に
対
し
て
、「
加

入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
」
と

い
う
意
見
の
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、「
加
入
す
る
と
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
」
で
は

な
く
、「
自
分
た
ち
で
地
域
を
良
く

町
内
会
・
自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
思
い
が
、
住

み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
第
一
歩
と
な

り
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
方
法

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
は
、

近
隣
に
住
ん
で
い
る
人
に
直
接
加
入

の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
会
・
自
治
会
の
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
住
ん
で
い
る
地

域
の
市
役
所
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

☎
㉕
９
２
０
１

金
城
地
域

金
城
支
所
防
災
自
治
課

☎
42
１
２
３
４

旭
地
域

旭
支
所
防
災
自
治
課

☎
45
１
４
３
３

弥
栄
地
域

弥
栄
支
所
防
災
自
治
課

☎
48
２
１
１
１

三
隅
地
域

三
隅
支
所
防
災
自
治
課

☎
32
２
８
０
１

産

業

地
域
活
性
化

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
労
働
者
の
た
め
に
、「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ

り
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
主

の
人
が
、
建
設
現
場
で
働
く
労
働
者

の
、
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
を

充
当
し
、
そ
の
労
働
者
が
退
職
し
た

時
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。
退
職
金
は
国
が
定
め
た

基
準
に
よ
り
計
算
し
て
、
確
実
に
支

払
わ
れ
る
た
め
安
心
・
安
全
で
す
。

ま
た
、
電
子
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
活

用
で
手
続
が
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

電
子
ポ
イ
ン
ト
方
式
で
は
、
共
済
証

紙
に
代
わ
る
「
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
」

を
電
子
申
請
専
用
サ
イ
ト
で
事
前
に

購
入
し
、
就
労
日
数
を
登
録
す
る
こ

と
で
、
個
々
の
被
共
済
者
に
掛
金
を

充
当
で
き
ま
す
。
事
業
主
は
、
共
済

証
紙
の
購
入
・
貼
付
・
消
印
及
び
現

物
管
理
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
共
済
手
帳
の
新
規
申
込

み
な
ど
の
手
続
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
設
業
の
退
職
金
に
は
建
退

共
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http
s://w

w
w
.kentaikyo

.
taisyokukin.go.jp/

問
合
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

事
業
推
進
課

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
６
７

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
を
行
い
ま
す

Ｊジ
ェ
イ
エ
ーＡ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

肥
料
、
飼
料
な
ど
の
ポ
リ
袋
、

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

（
農
ポ
リ
）、農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
フ
ィ
ル
ム（
農
ビ
）、畦
畔
板（
畦

畔
シ
ー
ト
）、
農
薬
空
容
器
、
育

苗
箱

日
時

11
月
12
日
㈬

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

場
所あ

ぐ
り
中
央
店
、
旭
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
弥
栄
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

日
時

11
月
13
日
㈭

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

場
所金

城
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
旧
三
隅

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
江
津
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー

※

右
記
以
外
で
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
住
所
地
以
外
の
地
区
へ
の

持
込
み
は
可
能
で
す
。

料
金

回
収
袋
20
kg
・
排
出
用
ス

テ
ッ
カ
ー
は
１
０
０
０
円
（
税

込
）
で
す
。
J
A
各
あ
ぐ
り
店
で

ご
購
入
く
だ
さ
い
。
購
入
時
に
持

込
み
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
事
項

※

当
日
は
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
農
薬
空
容
器

は
洗
浄
し
、
空
を
確
認
す
る
た
め

底
を
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
泥
を
き
ち
ん

と
落
と
し
、
金
属
な
ど
の
異
物
を

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※

回
収
袋
に
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
誤
っ
た
分
別
…
肥
料
袋
と
黒
マ

ル
チ
を
一
緒
に
入
れ
る
。
ハ
ウ
ス

ビ
ニ
ー
ル
と
マ
イ
カ
ー
線
を
一
緒

に
入
れ
る
）

※

袋
に
入
ら
な
い
も
の
（
育
苗

箱
・
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
）
は

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
苗
箱
な
ど
…
１
梱
包
30
枚
ま
で

・
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
…
１
梱
包
20
kg

ま
で

（
梱
包
し
た
も
の
は
、
収
集
運
搬

し
や
す
い
よ
う
に
２
か
所
以
上
で

固
く
縛
っ
て
く
だ
さ
い
）

問
合
せ

J
A
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部
経
済
課

☎
㉒
１
１
２
８



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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て
ん
し
ま
す
。

基
準
収
入
と
は
、
過
去
の
農
業
収

入
金
額
の
平
均
を
基
本
に
、
保
険
期

間
中
に
見
込
ま
れ
る
農
業
収
入
金
額

を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

国
庫
負
担

保
険
料
な
ど
に
は
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
…
50
％

積
立
金
…
75
％

申
請
期
限

個
人

12
月
31
日
㈬

法
人

事
業
年
度
開
始
月
の
前
月

　
　
　
　
の
末
日

※

補
償
額
や
保
険
料
な
ど
の
試
算

を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
農
業
共
済
組
合

浜
田
事
務
所

☎
㉒
１
６
２
２

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
全
て
の

農
作
物
を
対
象
に
、
自
然
災
害
だ
け

で
な
く
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は

避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
広
く
補

償
し
ま
す
。

対
象
者

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）

※

令
和
７
年
よ
り
青
色
申
告
を
開

始
し
た
人
は
、
令
和
８
年
か
ら
の

収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

補
償
対
象

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物

の
販
売
収
入
全
体

※

所
得
補
償
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
償
内
容

最
大
の
補
償
で
、
保
険
期
間
の
収

入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回
っ
た

場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を
補

11
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

ま
す

子

育

て

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
11
月
の

「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
の

取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
家
庭
や
学

校
、
地
域
な
ど
の
社
会
全
般
に
わ
た

り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い

関
心
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広

報
・
啓
発
活
動
に
集
中
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

※

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
子
ど
も
虐

待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
か

ど
う
か
迷
う
場
合
で
も
、
子
ど
も
た

ち
の
Ｓエ

ス
オ
ー
エ
ス

Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

す
る
た
め
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

も
で
き
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

・
浜
田
児
童
相
談
所

☎
㉘
３
５
６
０

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ

る
な
ど

性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す

る
な
ど

健
康
・
福
祉

ご
存
知
で
す
か
？
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場
合

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農

機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す

る
場
合

※

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年
２

回（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

特
別
障
害
者
手
当

対
象

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
生

活
を
し
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
病

院
な
ど
に
継
続
し
て
３
か
月
以
上

入
院
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

２
９
５
９
０
円

支
給
月
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
も
…

「
体
罰
は
法
律
で
禁
止
」
さ
れ
て

い
ま
す
。
体
罰
が
繰
り
返
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達

に
様
々
な
悪
影
響
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
が
う
ま
く
い

か
な
い
時
に
は
、
市
の
保
健
師
や
保

育
所
（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
の
先

生
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

子
ど
も
家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

世
界
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
の
ま
ん

延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す

る
差
別
や
偏
見
の
解
消
を
目
的
に
、

Wダ
ブ
リ
ュ
ー
エ
イ
チ
オ
ー

H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
が
１

９
８
８
年
に
制
定
し
た
も
の
で
、
毎

年
12
月
１
日
を
中
心
に
、
世
界
各
国

で
エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

浜
田
保
健
所
で
は
、
Hエ

イ
チ
ア
イ
ブ
イ

I
V
無
料

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
結

果
の
お
知
ら
せ
に
は
90
分
か
か
り
ま

す
。

11
月
・
12
月
の
検
査
日
時

11
月
11
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時

11
月
25
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時

12
月
9
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時

対
象
H
I
V
感
染
に
不
安
が
あ
る
人

場
所

浜
田
保
健
所

料
金

無
料

予
約
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※

検
査
予
定
日
前
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
匿
名

で
も
可
能
で
す
。

※

予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
申
込

み
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申
込
み

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病

支
援
課

☎
㉙
５
５
５
４

12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

　島根大学医学部４年の
三島陽人です。

　４年次に入り、「チュー
トリアル」という、

各診療科の講義を受ける
カリキュラムを修了し

ました。現在は、臨床実
習を行う際に必要な知

識、技能が問われる「C
シービーティー

BT」や「O
オ ス キ ー

SCE」とい

う試験に向けて、学業に
励

んでいます。
　臨床実習で、より良い

医

師を目指し、スキルアッ
プ

する際に基盤となる知識
を、

着実に習得できるよう精
進

していきます。 三島陽人さん

医学生 だよりだより

坂根諒さん

浜田の地域医療を支えるために
医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

障
害
児
福
祉
手
当

対
象

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
生
活
を
し

て
い
る
人
（
た
だ
し
、
障
が
い
を

理
由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

１
６
１
０
０
円

支
給
月
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象

障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
や
、
障
が
い
を
理
由
と
し

た
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

１
級

５
６
８
０
０
円

　
　
　
　
　

２
級

３
７
８
３
０
円

支
給
月

４
月
・
８
月
・
11
月

※

障
が
い
の
程
度
が
手
当
の
対
象

に
な
る
か
は
、
医
師
が
証
明
し
た

指
定
の
診
断
書
を
も
と
に
判
定
を

行
い
ま
す
。

※

本
人
、
配
偶
者
又
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

※

障
が
い
の
程
度
・
所
得
制
限
・

手
続
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

問合せ　健康医療対策課地域医療対策係　☎㉕９３１０

　島根大学医学部４年の坂根諒です。
　４年の前期までのところで基礎医学や主要
な疾患について学び終え、今は総まとめのテ
ストに向けて勉強しています。このテストに
合格すると、１月から実際の病院で臨床実習
を行います。実際の現場で学ばせてもらえる
機会に感謝し、励んでいきます。
　部活動ではサッカー部
に所属し、この夏まで幹
部を務め、部活動の中
心として活動しました。
様々な活動を通じて得た
経験を今後の学びに活

い

か
してまいります。
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・サロンや自治体、グループで取りまとめての申込みも
可能です。

・電話での予約はできません。
受診票で申し込む場合
　広報はまだ12月号でお知らせします。
インターネットから申し込む場合
　申込期間中に二次元コードから申し込んでください。
第２期申込期間 12月８日㈪～17日㈬
※　第１期の申込期間終了後（10月24日以降）にインター
ネットから申し込んだ場合は、検査容器の送付時期は
１月下旬となります。

11月各種がん検診の日程
・体調が優れない場合は受診は控えてください。
・マスクの着用は個人の判断となりますが、重症化リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）に感染を広
げないために、検診時のマスク着用のご協力をお願いします。

・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目以降全額自己負担となります（妊婦検診のH
エイチピーブイ

PV検査を含む）。
・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間隔に当てはまらない場合、受診をお断りすることがあります。

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上65歳まで（昭和35年４月２日～平成18

年４月１日生まれ）の女性で浜田市に住民票が
ある人

実施期間

山根病院　三隅分院
レディースクリニック（三隅町）
令和８年２月28日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
令和８年２月27日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院
レディースクリニック　☎32４３４３
実施日時（予約受付）
　　　　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　　9:00～12:00
　　　　第１・３土曜日　9:00～12:00

浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00
実施日　　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対　象　　20歳以上（平成18年４月１日以前生まれ）　
　　　　　の女性で浜田市に住民票がある人
予約先　　島根県環境保健公社
　　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付　平日８：30～12：00
              13：00～17：15
実施日 受付時間 会　場

11月４日㈫
 9:00～ 9:30 井野まちづくりセンター
10:30～12:00 三保まちづくりセンター
13:30～14:00 白砂まちづくりセンター

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上（昭和61年４月１日以前生まれ）の　
　　浜田市に住民票がある女性で、２年に１回の

　　　受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付 10:00～12:00
          14:00～16:00

実施期間
令和８年２月27日㈮まで
毎週火・木・金曜日
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者
・妊娠中、授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためV

ブイピー

Pシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人
・卒乳後６か月未満の人

実施日 受付時間 会　場

11月15日㈯ 9:00～11:30 浜田市役所
13:00～15:00

11月26日㈬ 9:00～11:30 周布まちづくりセンター
13:00～15:00

【検診車で受診する場合】
予約先 島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付時間　平日　8:30～12:00
                   13:00～17:15

大腸がん検診
対象　40歳以上（昭和61年４月１日以前生まれ）で
　　　浜田市に住民票がある人
昨年度からの変更点
・申込期間が早くなりました。
・検査容器の受け渡しは全て郵送です。窓口での容器
　の配布はありません。後日、自宅に検査容器を郵送
します。

申込方法
・申込期間中にいずれかの会場の専用ボックスに受診
票を提出する方法とインターネットから申し込む方
法があります。

子宮頸がん
検診（検診車）
の予約は
こちらから
できます

大腸がん
検診の申込み
はこちらから
できます

乳がん
検診（検診車）の
予約はこちらか
らできます

問合せ　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１

胃がん検診（要予約）
対　象　　40歳以上（昭和61年４月１日以前生まれ）
　　　　　で浜田市に住民票がある人
予約先　　島根県環境保健公社
　　　　　☎０５７０-０８５-１１１（音声案内後③）
予約受付　平日８：30～12：00
　　　　　　　13：00～17：15

実施日 受付時間 会　場

11月４日㈫
9:00～9:30井野まちづくりセンター

10:30～12:00三保まちづくりセンター
13:30～14:00白砂まちづくりセンター

11月８日㈯ 8:00～11:00浜田市役所13:00～14:00

11月19日㈬
8:00～　　  9:30 海石集会所
10:00～11:30三隅保健センター
13:30～14:00下室谷集会所

11月25日㈫ 9:00～11:00中央図書館13:00～14:00

結核肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上（昭和61年４月１日以前生まれ）で浜田市に住民票がある人
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。
実施日 受付時間 会　場

11月７日㈮

8:30～ 8:45 大麻まちづくりセンター
9:05～ 9:15 陽光台集会所
9:30～ 9:40 門田地区公民館
10:00～10:15 J

ジェーエフ

Fしまね浜田支所津摩出張所
10:30～11:10周布まちづくりセンター
11:35～11:50日脚児童館
13:15～13:30長浜商港会館
13:45～14:20長浜まちづくりセンター
14:50～15:00一の瀬集会所
15:15～15:35美川まちづくりセンター

11月８日㈯ 8:00～11:00浜田市役所13:00～14:00

11月12日㈬

8:45～ 9:00 国府まちづくりセンター有福分館
9:10～ 9:20 大垰口バス停（大金町）
9:40～ 9:50 順興寺前
10:10～10:30上府三宅集会所
10:45～11:40国府まちづくりセンター
13:00～13:10久代公民館
13:20～13:30国分自治会館
13:50～14:10 JFしまね浜田支所国府出張所

11月14日㈮

9:00～ 9:10 後野８町内公民館
9:25～ 9:35 後野４町内公民館
9:50～10:00 石見まちづくりセンター佐野分館
10:15～10:25 石見まちづくりセンター宇津井分館
10:45～10:55河内集会所
13:00～13:10浜田ビューティーカレッジ
13:25～13:40緑ヶ丘相談室
14:00～14:15靴のまつむら駐車場

実施日 受付時間 会　場

11月21日㈮

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館
9:20～ 9:30 石見まちづくりセンター長見分館
10:00～10:10西岡公民館
10:20～10:30 石見まちづくりセンター細谷分館
10:50～11:00 三階町東岡公民館
11:20～11:30 総合福祉センター
13:00～13:10 竹迫４町内集会所
13:35～14:15 石見まちづくりセンター

11月25日㈫

8:30～ 8:45 福井集会所
9:05～ 9:25 石原集会所
9:45～ 9:55 田橋児童館
10:25～10:35 浜田年金事務所
10:55～11:05 桜ヶ丘警察官宿舎横
11:15～11:30 長沢２町内児童館
13:00～13:15 二反田団地集会所
13:30～13:45 生湯４町内会集会所
14:00～14:15 生湯３町内公民館
14:30～14:40 めさまし食堂看板前

11月27日㈭

9:00～ 9:15 琵琶町集会所
9:30～ 9:45 紺屋町ふれあい広場
10:00～10:45 浜田市役所
11:00～11:15 医師会館前
11:30～11:45 ローソン浜田栄町店
13:00～13:15 瀬戸見文化センター
13:30～14:00 浜田合同庁舎
14:20～14:35 おばせの浜会館

※　検査の前日から禁煙です。
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は
絶食です。
※　午後に受診する場合は、受診６時間前までに必
ず食事を済ませてください。
※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程
度の飲水は可能です。
※　今までバリウムを飲んでショック又はアレル
ギーを起こしたことがある人、腸閉塞になったこ
とがある人、　病気のため水分摂取制限がある人は
検査できません。
避けたほうが良い食品
　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・ねり製品・
　こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど

胃がん検診
（検診車）の
予約は
こちらから
できます

※　広報はまだ４月号と同時に配布した「令和
７年度各種健（検）診日程表」の11月25日㈫
の「胃がん検診」受付時間に誤りがありまし
た。正しくは左表のとおりです。
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年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
令
和
７
年
1
月
1
日
か
ら

令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
へ
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
10
月
下
旬
か

ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
令
和
８
年
2
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

保
険
・
医
療

年

金

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行

さ
れ
ま
す

ま
す
。
家
族
宛
に
送
付
さ
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す

る
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

n_net/

問
合
せ

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

11
月
30
日
㈰
は「
年
金
の
日
」

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

国際交流員コラム

皆さん久しぶりです。今月は中国コラムです。
日本と中国には、それぞれ多くの伝統的な記念日が

ありますが、商業目的として生み出された記念日も少
なくありません。日本の例としては、ホワイトデーや
ポッキーの日などが挙げられ、これらは多くの人に受
入れられ、定着しています。
もちろん、日本だけではなく、中国でも同じように

生み出された記念日があります。今回は、中国で最
も成功したマーケティングイベントの一つといえる
「双

ダブルイレブン

十一」を紹介します。
11月11日は、数字で表すと「1111」と並ぶことから、

1990年代に中国の大学生たちの間で「光
グアングンジエ

棍節（独身の
日）」と呼ばれるようになりました。「光

グアングン

棍」とは中国
語で独身男性を指す俗語で、この日には独身の学生た
ちが集まってパーティーをしたり、プレゼントを贈り
合ったりして楽しんでいたのです。
その後、2009年に中国の大手企業が運営する国内最

大級のE
イーシー

Cサイトが、この日を「ダブルイレブン・ショッ
ピングフェスティバル」として大規模なセールを開催
しました。当時のキャッチコピーは「たとえ恋人がい
なくても、せめて思い切り買い物を楽しもう」でした。

中国のダブルイレブンって何？

王
オウ

哲
テツ

　さん

参加したブランドはわずか27社でしたが、当日の売
上高はなんと5,200万元（現在のレートで約11億円）
に達しました。市場の反応は予想以上に良く、その後
は毎年11月11日にセールを実施するようになり、やが
てほかのECサイトも参入。さらに百貨店やショッピ
ングモールなどの実店舗までもが、この日に合わせて
販促を行うようになりました。近年では、ダブルイレ
ブンは東南アジアにも広がっています。形式は異なる
ものの、販売規模や社会的影響力において、現在のダ
ブルイレブンがブラックフライデーに匹敵すると言っ
ても決して大げさではありません。
「ダブルイレブン」は、現代中国において最も成功

した商業的記念日の一つと断言してもよいでしょう。
若者のユーモアから始まったこの日が、今では世界中
が注目するショッピングフェスへと成長しました。単
なるセールの日ではなく、現代中国の消費文化やデジ
タル経済の発展を象徴する一大イベントとなったので
す。今後どのように進化し、世界にどのような影響を
与えていくのか、引き続き注目されることでしょう。

令
和
７
年
中
（
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
な
ど
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
で
手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
り

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
年
間
納

付
額
の
分
か
る
書
類
を
次
の
と
お
り

送
付
又
は
窓
口
交
付
し
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
で
必
要
な
人

窓
口
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
必
要
な
人

１
月
中
旬
に
、
各
保
険
の
保
険
者

か
ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
の
人
は
、
日
本
年
金
機

構
な
ど
が
発
行
す
る
公
的
年
金
の

源
泉
徴
収
票
に
社
会
保
険
料
支
払

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

各
保
険
者
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

交
付
窓
口
・
問
合
せ

国
民
健
康
保
険
料

・
保
険
年
金
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

介
護
保
険
料

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課

☎
㉕
１
５
２
０

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

社
会
保
険
料
（
国
保
・
後
期

高
齢
・
介
護
）
控
除
に
係
る

保
険
料
納
付
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

人

権

Ｄデ
ィ
ー
ブ
イＶ
と
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か

ら
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。
身
体
的
暴

力
に
限
ら
ず
、
精
神
的
暴
力
・
経
済

的
暴
力
・
性
的
暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
暴
力
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
が
見
て
い
る
前
で
、
夫
婦
間
で

暴
力
を
振
る
う
こ
と
（
面
前
Ｄ
Ｖ
）

は
、
子
ど
も
の
心
理
的
虐
待
に
当
た

り
ま
す
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
学
生
な
ど
若

い
カ
ッ
プ
ル
間
で
起
き
る
Ｄ
Ｖ
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
者
を
な
く

し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
し
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
し
、
Ｄ
Ｖ

の
な
い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら

話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談
す

る
事
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら

相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

相
談
窓
口

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓
口

☎
㉘
３
４
３
４

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

11
月
12
日
㈬
か
ら
25
日
㈫
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
週
間
で
す

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
強
調
月
間
で
す

次
代
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
が
、

夢
や
希
望
を
豊
か
に
育
み
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

国
民
全
員
の
願
い
で
す
。

こ
の
た
め
、
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
推
進
強
調
月
間
」
と

位
置
付
け
、
全
国
で
様
々
な
事
業
や

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

重
点
項
目

①
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進

②
子
ど
も
を
犯
罪
や
有
害
環
境
な
ど

か
ら
守
る
た
め
の
取
組
の
推
進

③
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

④
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

⑤
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の

支
援

こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、
地
域

社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支
援
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
０
９
８
５

会議期間　11月４日㈫（１日間）

11月４日㈫  全員協議会 本会議  開会
            議会運営委員会 常任委員会など
  なお、上記日程は予定であり、変更になる場
合があります。
問合せ　議会事務局　☎㉕９８００

11月浜田市議会臨時会議日程（予定）

浜田市防災防犯情報SNS
浜田市の防災・防犯・交通安全などに関
する情報を、LINEやTwitter、Facebook
などのSNSで発信しています。
「いいね！」をお願いします。

問合せ　防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２
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伝 言 板
まちかど募

　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
住
宅
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

11
月
14
日
㈮
〜
28
日
㈮

抽
選
日

12
月
下
旬

入
居
予
定

令
和
8
年
１
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

相
　
　
談

教
室・講
座

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
奨
学
生
募
集

応
募
資
格

・
令
和
8
年
度
に
市
内
の
高
等
学
校

に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒

募
集
人
数

若
干
名

支
給
金
額

年
間
12
万
円

支
給
期
間

令
和
8
年
４
月
〜
令
和

9
年
３
月
（
継
続
は
１
年
ご
と
の

手
続
に
よ
り
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間

11
月
4
日
㈫
〜
12
月
26
日
㈮

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
11
月
10
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

市
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

再
講
習
（
浜
田
会
場
）

対
象

収
容
人
員
が
３
０
０
人
以
上

の
特
定
防
火
対
象
物
に
お
い
て
、

防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
て

い
る
人

受
講
期
限

前
回
講
習
修
了
日
か
ら

①
４
年
を
超
え
て
い
る
場
合
…
選
任

さ
れ
た
日
か
ら
１
年
以
内

②
４
年
以
内
の
場
合
…
講
習
修
了
日

以
降
の
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
５

年
以
内

日
時

令
和
８
年
２
月
17
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

場
所

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

西
部
研
修
会
館

料
金

７
０
０
０
円

定
員

80
人
（
先
着
）

申
込
み

１
次
は
令
和
８
年
１
月
６

日
㈫
〜
13
日
㈫
、
２
次
は
令
和
８

年
１
月
31
日
㈯
〜
２
月
１
日
㈰
ま

で
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

新
規
講
習
（
浜
田
会
場
）

対
象

防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時

令
和
８
年
２
月
18
日
㈬
・
19

日
㈭
（
２
日
間
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

場
所

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

西
部
研
修
会
館

料
金

８
０
０
０
円

定
員

80
人
（
先
着
）

申
込
み

１
次
は
令
和
８
年
１
月
７

日
㈬
〜
14
日
㈬
、
２
次
は
令
和
８

年
２
月
１
日
㈰
〜
２
日
㈪
ま
で
に

日
本
防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

問
合
せ

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３

資
格・試
験

甲
種
防
火
管
理
講
習

竹
島
問
題
を
考
え
る
講
座

浜
田
‐
竹
島
問
題
の
も
う
一
つ
の
最

前
線

日
時

11
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ

２
階
ぼ
た
ん
の
間

講
師

藤
井
賢
二
さ
ん
（
島
根
県
竹

島
問
題
研
究
顧
問
）

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

無
料

日
時

①
11
月
20
日
㈭

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時

②
11
月
21
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所

中
国
労
金
益
田
支
店
２
階

内
容

生
活
や
仕
事
の
不
安
や
悩
み

ご
と
に
つ
い
て
、
解
決
に
向
け
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

料
金

無
料

島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

く
ら
し
・
し
ご
と

悩
み
事
出
張
相
談
会
in
益
田

対
象
者

介
護
職
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
人

日
時

11
月
10
日
㈪
、
11
日
㈫

午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

2
階
会
議
室

料
金

無
料

申
込
み

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
へ

☎
㉒
８
６
０
９

介
護
就
職
デ
イ

就
職
面
談
・
相
談
会

問
合
せ

市
内
各
中
学
校
又
は
浜
田

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
㉒
９
６
５
１

申
込
み

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
島
根
へ

☎
０
１
２
０-

９
６
９-

２
３
４

（
平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
）

対
象

60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
す
る

又
は
関
心
の
あ
る
人

日
時

11
月
26
日
㈬
〜
28
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

内
容

掃
除
・
洗
濯
、
食
事
の
配
膳

な
ど
「
介
護
の
周
辺
業
務
」
を
行

う
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
基
本

的
な
知
識
を
学
び
ま
す
。

定
員

10
人

料
金

無
料

申
込
み

11
月
12
日
㈬
ま
で
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉓
４
６
８
０

介
護
施
設
で
の

補
助
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

日
時

11
月
28
日
㈮

午
後
１
時
〜
２
時
45
分

会
場

①
い
わ
み
ー
る

②
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

※

②
は
オ
ン
ラ
イ
ン

定
員

①
１
４
４
人
②
１
３
０
人

料
金

無
料

く
に
び
き
学
園
公
開
講
座

誇
り
を
も
っ
て
地
域
を
伝
え
る

〜
な
ぜ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
を
め
ざ
し
た
の
か
〜

フ
レ
イ
ル
予
防
〜
い
つ
ま
で
も
元
気

に
毎
日
を
送
る
た
め
に
〜

栄
養
の
力
で
支
え
る
！
フ
レ
イ
ル

予
防
講
座

日
時

11
月
30
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

講
師

澤
幸
子
さ
ん
（
看
護
栄
養
学

部
准
教
授
）

申
込
み

島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ

ン
パ
ス
地
域
連
携
推
進
室
に
電
話

又
は
左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

☎
０
８
５
３
⑳
０
２
０
０

こちらから
申し込めます

島
根
県
立
大
学

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

共
通

講
座
内
容

下
表
の
と
お
り

定
員

各
講
座
10
人

申
込
み

各
申
込
締
切
日
ま
で
に
浜

田
国
際
交
流
協
会
に
電
話
又
は
左

記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

☎
㉕
９
５
１
１

講座内容

講座 部門 日程 時間 場所 料金 締切日

中国語講座

入門Ⅲ昼の部 令和８年１月15日㈭、
29日㈭、
２月12日㈭、26日㈭、
３月12日㈭

午後１時30分～３時

浜田まちづくり
センター

会員
1,000円
非会員
2,000円

【入門】
令和８年
１月８日㈭入門Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

初級Ⅲ昼の部 令和８年１月22日㈭、
２月５日㈭、19日㈭、
３月５日㈭、19日㈭

午後１時30分～３時 【初級】
令和８年
１月16日㈮初級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

韓国語講座

初級Ⅲ
12月16日㈫、23日㈫、
令和８年１月20日㈫、
27日㈫、
２月３日㈫、10日㈫、
17日㈫、
３月３日㈫、10日㈫、
17日㈫

午後７時～８時30分
浜田まちづくり
センター

会員
2,000円
非会員
4,000円

12月10日㈬
中級Ⅲ 午後４時～５時30分

英語講座

初級Ⅲ昼の部 12月３日㈬、17日㈬、
令和８年１月７日㈬、
21日㈬、
２月４日㈬、25日㈬

午後１時30分～３時
【昼の部】
浜田まちづくり
センター

【夜の部】
石見まちづくり
センター

会員
1,200円
非会員
2,400円

【初級】
11月27日㈭

初級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

中級Ⅲ昼の部 12月10日㈬、24日㈬、令和８年１月14日㈬、
28日㈬、
２月18日㈬、
３月４日㈬

午後１時30分～３時
【中級】
12月４日㈭

中級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

ベトナム語
講座

入門Ⅲ
12月15日㈪、22日㈪、
令和８年１月26日㈪、
２月２日㈪、９日㈪、
16日㈪、
３月２日㈪、９日㈪、
16日㈪、23日㈪

午後３時30分～５時 まちなか交流
プラザ 会員

2,000円
非会員
4,000円

12月９日㈫
初級Ⅲ 午後７時～８時30分 石見まちづくり

センター

浜
田
国
際
交
流
協
会

Ⅲ
学
期
語
学
講
座

こちらから
申し込めます

問
合
せ

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
５
２
32
５
９
８
１

申
込
み
・
問
合
せ

島
根
県
総
務
課

竹
島
資
料
室

☎
０
８
５
２
㉒
５
６
６
９
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お
出
か
け

神
戸
憲
治

創

日
時

11
月
1
日
㈯
〜
30
日
㈰

※

月
曜
休
館

場
所

石
州
和
紙
会
館

内
容

東
京
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

神
戸
憲
治
さ
ん
の
石
州
和
紙
や
柿

渋
を
使
っ
た
作
品
展

料
金

無
料

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

日
時

11
月
３
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
弥
栄
支
所
前

イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容

地
元
神
楽
社
中
に
よ
る
石
見

神
楽
、
特
産
品
販
売
、
地
元
集
落

な
ど
に
よ
る
出
店
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

弥
栄
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会

☎
48
２
２
２
１

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

さ
ざ
ん
か
祭
り

日
時

11
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

問
合
せ

金
城
支
所
産
業
建
設
課

☎
42
１
２
３
３

日
時

11
月
２
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

東
平
原
上
集
会
所
特
設
会
場

問
合
せ

平
原
柿
ま
つ
り
実
行
委
員
会

石
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
６
８
３
４
‐
７
０
７
８

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

弥
栄
産
業
ま
つ
り

日
時

11
月
9
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

旭
支
所
周
辺
・
市
民
体
育
館

日
時

11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

三
隅
中
央
公
園
周
辺

※

会
場
内
駐
車
場
入
口
は
三
隅
小

学
校
側
か
ら
の
み
（
石
正
美
術
館

側
か
ら
会
場
内
駐
車
場
に
は
入
れ

ま
せ
ん
）。

問
合
せ

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
三
隅
支
所
産
業
建

設
課
内
）
☎
32
２
８
０
３

日
時

11
月
15
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

日
時

11
月
8
日
㈯

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
１
時
10
分

場
所

浜
田
養
護
学
校

※

一
般
来
場
者
の
駐
車
場
は
、
唐

鐘
漁
港
駐
車
場
へ
。
学
校
ま
で
の

送
迎
バ
ス
あ
り
。

内
容

学
習
発
表
会
、
作
業
学
習
製

品
販
売
、
神
楽
公
演

料
金

入
場
無
料

問
合
せ

浜
田
養
護
学
校
高
等
部

藤
岡
さ
ん

☎
㉘
２
２
０
８

浜
田
養
護
学
校

は
ま
よ
う
ま
つ
り

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

11
月
8
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

玄
関
前
広
場
及
び
周
辺

内
容

砂
浜
た
ん
け
ん
、
お
店
屋
さ

ん
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
「
や
っ
て

み
た
い
」、「
好
き
」
を
見
つ
け
て

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
。
大
人
向
け
子

ど
も
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※

申
込
み
不
要

※

詳
細
は
、
ま
ち
の
縁
側
ブ
ロ
グ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
の
ま
ち
の
縁
側

栗
栖
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
７
９
４
０

こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
☆
の
ん
び
り
パ
ー
ク

２
０
２
５

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

旭
ふ
る
里
ま
つ
り

まちの縁側
ブログは
こちらから
見られます

日
時

11
月
15
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所

Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
＆ア

ン
ド

Ｂバ

ル
ａ
ｌ

Ｓス

フ

ｕ
ｆ
ｕ

内
容

ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ
作
り
と

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
交
流
会

料
金

３
０
０
０
円

申
込
み

11
月
10
日
㈪
ま
で
に
左
記

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

20
代
・
30
代
交
流
イ
ベ
ン
ト

こちらから
申し込めます

対
象

家
族
（
そ
の
友
人
も
含
む
）

※

中
高
生
の
み
の
参
加
は
不
可

日
時

11
月
15
日
㈯

①
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

２
階
ア
リ
ー
ナ

内
容

家
族
や
友
だ
ち
と
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
が
楽
し
め
ま
す
。

料
金

無
料

申
込
み

当
日
県
立
体
育
館
へ

☎
㉓
１
２
０
１

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

日
時

11
月
15
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

研
修
室

講
師

犬
飼
康
弘
さ
ん

（(

公
財
）ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

日
本
語
常
勤
講
師
）

定
員

30
人

料
金

7
０
０
円
（
昼
食
を
注
文
の

場
合
は
別
途
６
０
０
円
）

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

問
合
せ

（
同
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
シ
テ
ィ
ー

☎
０
９
０
‐
１
５
０
４
‐
４
１
８
０

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
み
）

問
合
せ

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
旭
支
所
産
業
建
設
課
内
）

☎
45
１
４
３
７

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

平
原
柿
ま
つ
り

市
民
憲
章
推
進
大
会

日
時

11
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
20
分

※

大
会
の
中
で
、
記
念
事
業
を
行

い
ま
す
。

場
所

い
わ
み
ー
る
体
育
室

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
㉕
９
２
０
１

日
時

11
月
15
日
㈯

午
後
３
時
〜

場
所

ハ
マ
イ
ロ

内
容

国
内
外
で
活
躍
す
る
シ
タ
ー

奏
者
白
井
朝
香
さ
ん
に
よ
る
シ

タ
ー
演
奏
と
浜
田
を
題
材
に
し
た

物
語
の
朗
読

定
員

30
人

料
金

大
人　
　
　

２
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

問
合
せ

浅
井
歌
音
さ
ん

☎
０
８
０
‐
８
２
４
４
‐
８
８
３
２

朗
読
会

皇
帝
ダ
リ
ア
の
君
に

〜
シ
タ
ー
と
紡
ぐ
物
語
〜

こちらから
申し込めます

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

山
光
会（
石
見
地
区
）展
覧
会

日
時

11
月
21
日
㈮
〜
23
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
21
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
23
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

1
階
展
示
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会

（
石
見
部
）
永
尾
和
子
さ
ん

☎
㉒
４
６
５
０

日
時

11
月
19
日
㈬
〜
24
日
(振)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

波は
と
う
か
い

濤
会

濱
田
さ
ん

☎
㉓
０
７
６
９

海
に
関
す
る
写
真
展

一い
ち

マ
イ
ル
展

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
ギ
タ
ー
に
よ
る

情
熱
的
で
迫
力
あ
る
ラ
イ
ブ

日
時
11
月
22
日
㈯

午
後
２
時
〜

場
所

三
階
小
学
校
体
育
館

料
金

・
お
や
こ
劇
場
会
員　
　
　
無
料

（
当
日
入
会
手
続
可
）

・
一
般　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

・
18
歳
以
下　
　
　
１
５
０
０
円

音
楽
ラ
イ
ブ
公
演

♯
Ｔト

ゥ

ー

Ｏ
Ｗ

Ｉイ

ン

ス

タ

ン

ス

Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

日
時

11
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所

畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
２
４
４
‐
９
４
２
９

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

Sエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時

11
月
23
日
㈷
〜
令
和
８
年
２

月
28
日
㈯

午
後
５
時
〜
10
時

場
所

浜
田
駅
前
の
歩
道
か
ら
万
灯

山
公
園
ま
で

※

万
灯
山
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

☎
㉕
９
６
０
１

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

浜
田
駅
周
辺

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

歌
を
愛
す
る
も
の
が
奏
で
る
独
唱
と

重
唱
の
音
楽
会

日
時

11
月
24
日
(振)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

煌
め
き
Ａオ

ー

タ

ム

ｕ
ｔ
ｕ
ｍ
ｎ

Ｃコ

ン

サ

ー

ト

ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｖ
ｏ
ｌ.
２

〜
タ
オ
ル
1
本
で
で
き
る
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
運
動
＋
認
知
症
予
防
運
動
〜

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
時

11
月
29
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

県
立
体
育
館
２
階
ア
リ
ー
ナ

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

無
料

申
込
み

11
月
20
日
㈭
ま
で
に
県
立

体
育
館
へ

☎
㉓
１
２
０
１

県
立
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
講
座

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も

動
け
る
カ
ラ
ダ
を

自
分
で
つ
く
ろ
う
！
」

講
演
会

全
盲
弁
護
士
の
夢
の
か
な
え
方

〜
心
の
壁
を
越
え
る
に
は
〜

日
時

11
月
24
日
(振)

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

講
師

大
胡
田
誠
さ
ん
（
弁
護
士
）

定
員

１
０
０
人
（
先
着
）

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

11
月
７
日
㈮
ま

で
に
全
視
情
協
島
根
あ
さ
ひ
事
業

所
へ

☎
45
０
４
６
６

対
象

小
学
生
以
上

部
門
・
チ
ー
ム
編
成

3
人
で
1
チ
ー
ム
（
5
人
ま
で
エ

ン
ト
リ
ー
可
）

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
コ
ー
ト
内
3

人
の
う
ち
、
必
ず
小
学
生
以
下
1

人
・
大
人
1
人
を
含
む
3
人
で
構

成
す
る
こ
と
）

日
時

11
月
16
日
㈰

午
前
８
時
〜
正
午
（
予
定
）

※

受
付
後
、
準
備
運
動
・
初
心
者

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

三
階
小
学
校
体
育
館

料
金

無
料

申
込
み

11
月
７
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
へ

☎
㉕
９
７
２
１

※

申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

（
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
）

問
合
せ

Ｎエ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場

m
ail

：ham
adaoyakochan

@
gm
ail.com

チケット予約
はこちらから
できます

申
込
み

11
月
10
日
㈪
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

料
金

無
料

問
合
せ
ア
ト
リ
エ
Ｈハ

レ

ウ

タ

ａ
ｌ
ｅ
ｕ
ｔ
ａ

大
﨑
康
枝
さ
ん

m
ail

：ofukusan.yasu@
gm
ail.com
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第
２
６
６
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

長
見
町
で
失
わ
れ
た
内
田
村

往
還
を
探
し
散
策

日
時

11
月
30
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

浜
田
第
二
ダ
ム
駐
車
場
に
集

合
し
現
地
へ
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ
下
村
さ
ん
（
午
後
５
時
以
降
）

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

日
時

11
月
30
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
50
分

場
所

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

（
雨
天
の
場
合
は
別
会
場
）

料
金

無
料

申
込
み

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
㉒
９
６
５
１

個
人
・
初
心
者
も
大
歓
迎

モ
ル
ッ
ク
体
験
会

日
時

11
月
30
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
50
分

場
所

三
隅
中
央
会
館
ホ
ー
ル

料
金

無
料

申
込
み
左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

映
画
「
大
き
な
家
」
上
映
会

＆
里
親
さ
ん
の
話

こちらから
申し込めます

問
合
せ

は
ま
だ
Ｃキ

ャ

ッ

プ

Ａ
Ｐ

☎
０
９
０-

８
０
６
９-

３
３
３
１

〜
吹
奏
楽
×
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

で
聴
く
懐
メ
ロ
〜

日
時

11
月
30
日
㈰

午
後
２
時

場
所県

立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂

料
金
（
前
売
）

一
般　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
１
０
0
０
円

※

当
日
５
０
０
円
増

※

未
就
学
児
無
料

（
膝
上
鑑
賞
に
限
る
）

※

Ｗ
Ｅ
Ｂ
、電
話
予
約
も
で
き
ま
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

み
ず
ほ
楽
器
、
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

問
合
せ
（
一
社
）
石
見
音
楽
文
化

振
興
会

☎
０
９
０
‐
３
０
８
８
‐
０
３
３
３

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

WEB予約は
こちらから
できます

今
年
の
テ
ー
マ
は「
炎
の
デ
パ
ー
ト
」

店
舗
・
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

日
時

12
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

浜
田
商
業
高
等
学
校

料
金

入
場
無
料

問
合
せ

浜
田
商
業
高
等
学
校

☎
㉗
０
０
６
４

浜
田
商
業
高
校
大
規
模
販
売
実
習

浜
商
デ
パ
ー
ト

①
金
城
マ
イ
ペ
ー
ス
健
康
マ
ラ
ソ
ン

部
門
・
対
象
・
距
離

A
中
学
生
男
子　
　
　
　
３
．
１
㎞

B
一
般
・
中
学
生
女
子

３
．
１
㎞

C
50
歳
以
上
男
子　
　
　
３
．
１
㎞

D
29
歳
以
下
男
子　
　
　
４
．
５
㎞

E
30
歳
以
上
男
子　
　
　
４
．
５
㎞

F
小
学
４
年
生
以
上
男
子

１
．
７
㎞

G
小
学
４
年
生
以
上
女
子

１
．
７
㎞

H
小
学
３
年
生
以
下
（
保
護
者
な
ど

と
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
．
７
㎞

料
金

１
人
３
０
０
円

（
H
部
門
は
親
子
で
３
０
０
円
）

②
金
城
駅
伝
競
走
大
会

（
中
学
生
以
上
で
チ
ー
ム
構
成
）

区
間
・
距
離

○
１
・
３
・
５
区　
　
　
１
．
７
㎞

○
２
・
４
区　
　
　
　
　
３
．
１
㎞

料
金

１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

①
②
共
通

日
時

12
月
７
日
㈰

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所ふ

れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
周
辺

申
込
み
・
問
合
せ

11
月
19
日
㈬
ま

で
に
金
城
地
域
体
育
協
会
（
教
育

委
員
会
金
城
分
室
）
へ

☎
42
１
２
３
４

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

金
城
マ
イ
ペ
ー
ス
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・

金
城
駅
伝
競
争
大
会
２
０
２
５

日
時

12
月
７
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

い
わ
み
ー
る
４
０
１
会
議
室

演
題

こ
ど
も
基
本
法
と
子
ど
も
の

権
利
条
約

講
師

折
坂
育
子
さ
ん

定
員

１
４
０
人

料
金

無
料

※

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

申
込
み

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
又
は
人
権
同
和

教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉕
９
１
６
０

こちらから
申し込めます

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

対
象

発
達
障
が
い
支
援
に
関
わ
る

人
、
関
心
の
あ
る
人
な
ど

日
時

12
月
14
日
㈰

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
35
分

場
所

い
わ
み
ー
る
４
０
１
・

４
０
２
研
修
室

定
員

80
人

料
金

無
料

申
込
み

12
月
5
日
㈮
ま
で
に
島
根

県
西
部
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

こちらから
申し込めます

し
ま
ね
の
福
祉
・
保
育
の

Jジ

ョ

ブ

O
B
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5

日
時

12
月
14
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

場
所

く
に
び
き
メ
ッ
セ
大
展
示
場

料
金

無
料
（
予
約
不
要
）

※

詳
細
は
、
島
根
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
特
設
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
５
２
32
５
９
５
７

発
達
障
が
い
地
域
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
2
0
2
5

問
合
せ

島
根
県
西
部
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ド

☎
㉘
0
2
0
8

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

あ
り
が
と
う
35
mm
映
写
機

「
砂
の
器
（
１
９
７
４
年
）」

「
ド
ラ
え
も
ん

の
び
太
の
恐
竜

（
１
９
８
０
年
）」

日
程

・
12
月
26
日
㈮
「
砂
の
器
」

・
12
月
27
日
㈯
「
砂
の
器
」、「
ド
ラ

え
も
ん
」

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

内
容

グ
ラ
ン
ト
ワ
の
35
mm
映
写
機

が
令
和
８
年
1
月
か
ら
の
工
事
に

伴
い
、
撤
去
さ
れ
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。
長
年
親
し
ま
れ
た
映

写
機
に
感
謝
を
込
め
て
名
作
2
本

を
特
別
上
映
。
映
写
機
の
見
学
な

ど
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
も
予

定
。
フ
ィ
ル
ム
な
ら
で
は
の
魅
力

を
ぜ
ひ
劇
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
！

料
金
（
全
席
自
由
・
各
回
入
替
制
）

一
般　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

※

上
映
時
間
ほ
か
詳
細
は
、
決
ま

り
次
第
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

ア
ク
ア
ス
25
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
こ
ど
も
水
族
館
」

こ
ど
も
だ
け
で
運
営
す
る
「
こ
ど
も

水
族
館
」
開
催
！
生
き
も
の
解
説
体

験
や
館
内
放
送
な
ど
、
色
々
な
お
仕

事
を
順
番
に
体
験
す
る
よ

対
象

小
学
３
〜
６
年
生

日
時

11
月
23
日
㈷

午
後
３
時
30
分
〜
６
時
15
分

定
員

32
人

料
金

５
０
０
円

（
親
子
と
も
に
入
館
が
必
要
）

申
込
み

11
月
５
日
㈬
ま
で
に
ア
ク

ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら（
抽
選
）

※

当
日
午
後
６
時
ま
で
開
館

（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
午
後
５
時
30
分

ま
で
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

う
ろ
こ
で
あ
そ
ぼ
う

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

11
月
10
日
㈪

午
前
10
時
〜

料
金

無
料
（
入
館
が
必
要
）（
定

員
な
し
）

申
込
み

当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

２
日
㈰

佐
野
神
楽
社
中

３
日
㈷

有
福
神
楽
保
持
者
会

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

日
時

12
月
16
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

お
も
て
な
し
料
理
作
り

日
時

12
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

１
0
０
０
円

申
込
み

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
又
は
申
込
書
を

水
産
振
興
課
内
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

こちらから
申し込めます

浜
田
市
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

フ
ォ
レ
ス
タ
コ
ン
サ
ー
ト
in
浜
田

日
時

12
月
14
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金

一
般　
　
　

２
０
０
０
円

大
学
生
以
下　
　
１
０
０
０
円

※

当
日
５
０
０
円
増

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

全
席
指
定

※

車
い
す
席
、
券
種
の
と
お
り

（
介
添
え
人
１
人
ま
で
無
料
）

車
い
す
席
の
申
込
み
は
、
12
月
13

日
㈯
ま
で
に
石
央
文
化
ホ
ー
ル
へ

（
申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で

き
ま
せ
ん
。）

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

「
35
年
目
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」

日
時

12
月
20
日
㈯

①
午
前
９
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

（
上
映
時
間
１
２
０
分
）

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金
（
前
売
）

大
人　
　
　
　
　
１
2
０
０
円

小
学
生
〜
大
学
生

６
０
０
円

※

当
日
２
０
０
円
増

※

ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
使
用
可

特
別
企
画

サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏

（
コ
ト
ノ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
）

時
間

①
午
前
11
時
35
分
〜
11
時
55
分

②
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

※

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭
を

午
前
９
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

※

赤
・
緑
（
２
色
）
の
ア
イ
テ
ム

を
身
に
着
け
た
来
場
者
に
お
楽
し

み
が
あ
り
ま
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

浜
田
市
教
育
委
員

会
文
化
振
興
課
、
石
央
文
化
ホ
ー

ル
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
島
根

県
立
大
学
売
店
、
石
正
美
術
館
、

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
、
松

風
堂

©アイ企画
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　700円（600円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 11月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 10日㈪･25日㈫
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ４日㈫･10日㈪
17日㈪･25日㈫

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

展示替え休館日 11月25日㈫～12月５日㈮

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

２
０
２
５
年
・
第
79
回
読
書
週
間

「
秋
の
一
夜

思
い
出
作
り
の
一
冊
を
」

　亡くなった母が残した一通の絵葉書、それは照
れ屋の父が結婚する前の母に宛てたものだった。
亡き両親の思い出を追うように旅に出る娘・・・
　本書は帝国ホテルを舞台にした42編のショート
ストーリーです。
　登場人物それぞれにはホテルにまつわるエピ
ソードがあり、偶然とも必然ともいえる出会いや
情景に、あたたかい気持ちになったり、泣けてき

司書がすすめるこの一冊

「あなたを待ついくつもの部屋」 角田　光代／著　　文藝春秋　　Ｆカク

たり、クスッと笑ったり。
　伝統あるホテルの空気感も読み取ることが
でき、さらに余韻をもたらしてくれます。
　サイズが小さめで、装丁や挿し絵が美しい
のも特徴的です。
　１話が５～６ページなので読みやすく、お
やすみ前の夜読書におすすめの１冊です。

毎
年
、
文
化
の
日
を
中
心
と
し
た
10
月
27

日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
の
２
週
間
は
読
書
週

間
で
す
。
こ
の
期
間
、
国
民
の
読
書
へ
の
関

心
を
高
め
、
読
書
習
慣
を
広
め
る
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
が
各
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
読
書
週
間
の
標
語
は
、「
こ
こ
ろ

と
あ
た
ま
の
、
深
呼
吸
。」
で
す
。

浜
田
市
立
図
書
館
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
期

11
月
24
日
（振）
ま
で

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

没
後
10
年
企
画
展

「
石
見
の
夢
み
る
少
年
、
画
家
と
な
る

ー
石
本
正

画
業
黎
明
期
１
９
４
０
〜

１
９
５
２
」

【
企
画
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

第
10
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展

主
催
（
公
財
）
浜
田
市
教
育
文
化
振
興
事

業
団
、
中
国
新
聞
社

協
賛

日
本
海
信
用
金
庫
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜

田
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
会

★
特
別
講
演
会
「
画
家
を
育
ん
だ
土
壌

京
都
画
壇
と
絵
画
専
門
学
校
」

日
時

11
月
１
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室
（
聴
講
無
料
）

●
第
65
回
石
本
正
絵
画
教
室（
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
会
）

日
時

11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室

参
加
費

７
５
０
０
円

定
員

30
人
（
要
申
込
み
）

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
石
正
美
術
館
ま
つ
り

日
時

11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

料
金

全
館
観
覧
無
料

◎
作
品
解
説
会

・
午
前
11
時
〜
「
石
見
の
夢
み
る
少
年
、
画
家

と
な
る
」

・午
後
２
時
〜「
第
10
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
」

◎
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
手
作
り

雑
貨
の
販
売
や
創
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
創
作
広
場

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
ト
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ひ
と
り
楽
団
「
の
り
っ

し
ー
ら
ん
ど
」
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

午
後
０
時
10
分
〜
40
分
（
８
日
の
み
）

※

両
日
と
も
「
み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
臨

時
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
Ｆフ

ァ

ン
Ｕ
Ｎ
！

朗
読
＆
筝こ

と

「
か
ぐ
や
姫
」

日
時

11
月
15
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時

会
場

石
正
美
術
館
創
作
室
（
入
場
無
料
）

出
演

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
＆
花
音

（
朗
読
：
林
田
園
子
／
筝
：
梅
野
美
和
子
）

講
師

森
光
彦
さ
ん

（
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
学
芸
員
）

長
い
歴
史
の
中
で
数
多
く
の
芸
術
家
を
輩
出

し
た
京
都
市
立
芸
術
大
学
。
石
本
が
学
ん
だ
京

都
市
立
絵
画
専
門
学
校
（
絵
専
）
は
そ
の
前
身

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
京
都
画
壇
の
近

代
の
歩
み
と
と
も
に
紡
が
れ
た
絵
専
の
歴
史
や

文
化
的
意
義
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

vol.265
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：https://www.u-shimane.ac.jp

公
開
講
座
の
ご
案
内

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

①
県
大
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

お
子
様
連
れ
大
歓
迎
！
〜
現
代
の

必
須
の
教
養
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」

入
門
〜

講
師国

際
関
係
学
部

中
村
圭
教
授

日
時

11
月
11
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育

と
地
域
活
性
化

講
師

地
域
政
策
学
部

佐
々
木
真
佑
准
教
授

日
時

11
月
19
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

③
現
代
の
若
者
に
つ
い
て
社
会
学
的

に
考
え
る

講
師地

域
政
策
学
部

村
井
重
樹
教
授

日
時

11
月
26
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

④
聖
地
巡
礼
と
「
ま
ち
づ
く
り
」

講
師

地
域
政
策
学
部

濱
野
靖
一
郎
准
教
授

日
時

12
月
３
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

⑤
家
も
ス
マ
ホ
も
、
お
店
も
守
る
！

ゆ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
じ
め

ま
せ
ん
か
？

講
師

島
根
県
立
大
学
図
書
情
報
課

福
永
大
輔
主
任

日
時

12
月
10
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

共
通
事
項

会
場

①
は
島
根
県
立
大
学
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
２
階
多

目
的
演
習
室
、
②
・
④
・
⑤
は
浜

田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
１
・
２
、
③
は
島
根

県
立
大
学

中
講
義
室
３

申
込
み

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
又

は
連
携
交
流
課
ま
でこちらから

申し込めます

問
合
せ

連
携
交
流
課

☎
㉕
９
０
６
３

地
域
の
お
じ
さ
ん
た
ち
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
紹
介
す
る
学
生
制
作

の
冊
子
「
お
じ
コ
レ
」
完
成
！

地
域
政
策
学
部
・
西
嶋
一
泰
ゼ
ミ

は
、
地
域
で
活
躍
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

「
お
じ
さ
ん
」
た
ち
を
紹
介
す
る
冊

子
「
お
じ
コ
レ
」（
吉
賀
町
七
日
市

お
じ
さ
ん
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
地
域
を
楽

し
く
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）
を
制

作
し
ま
し
た
。

「
お
じ
コ
レ
」
は
、
地
域
で
暮
ら

す
個
性
豊
か
な
お
じ
さ
ん
た
ち
を
学

生
が
取
材
し
、
遊
び
心
た
っ
ぷ
り
に

ま
と
め
た
冊
子
で
す
。
学
生
た
ち
は

過
疎
地
域
で
暮
ら
す
人
に
直
に
接
し
、

自
分
と
は
異
な
る
価
値
観
を
持
っ
た

魅
力
的
な
大
人
た
ち
と
出
会
っ
て
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
出
会
い
を
地
域
の
魅
力
と

し
て
発
信
す
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

「
お
じ
コ
レ
」
は
、
地
域
で
の
配

布
を
通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
多
世
代
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
冊
子
で
す
。
今
後
も
西
嶋
ゼ
ミ

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な

が
ら
、
暮
ら
し
や
文
化
を
発
信
す
る

取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。「おじコレ」

はこちらから
見られます

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

特
別
講
演
会
の
ご
案
内

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

著
名
人
を
講
師
に
迎
え
、
教
員
・
学

生
は
も
と
よ
り
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
夢
二
郷
土
美
術
館
館

長
代
理
の
小
嶋
ひ
ろ
み
さ
ん
を
迎
え
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
５
日
㈮

午
後
２
時
50
分
〜
４
時
20
分

講
師

小
嶋
ひ
ろ
み
さ
ん
（
夢
二
郷

土
美
術
館

館
長
代
理
）

演
題

夢
二
芸
術
の
原
点
を
探
る

ー
生
誕
１
４
０
年
を
迎
え
た
竹
久

夢
二
と
夢
二
郷
土
美
術
館
こ
ど
も

学
芸
員
活
動
に
つ
い
て
ー

会
場

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講
堂

入
場
料

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

小嶋ひろみさん
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.347

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

11
月
の
休
館
日

月
曜
日

10
日
・
17
日

振
替
日

４
日
㈫
・
25
日
㈫

葉っぱのフロッタージュ

〝
植
物
〞
を
テ
ー
マ
に
多
様
な
現

代
美
術
の
手
法
で
制
作
さ
れ
た
作
品

を
紹
介
す
る
展
覧
会
。
会
場
は
ま
る

で
植
物
園
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
空

間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
作
品
を
鑑

賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
色
ぬ
り
や
布

を
切
っ
て
植
物
を
作
る
な
ど
、
工
作

も
で
き
る
参
加
体
験
型
の
内
容
で
す
。

酒
百
宏
一
さ
ん
の
作
品
で
は
、
落

ち
葉
の
上
に
紙
を
置
き
、
色
鉛
筆
で

擦
っ
て
葉
脈
を
写
し
取
る
「
フ
ロ
ッ

タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
技
法
を
体
験
で

き
ま
す
。
鑑
賞
者
の
皆
さ
ん
が
写
し

取
っ
た
葉
っ
ぱ
は
会
場
の
壁
面
に
飾

る
こ
と
が
で
き
、
ア
ー
ト
な
森
の
世

界
が
日
々
、
創
り
上
げ
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
展
覧
会
が
始
ま
る
前

に
美
川
小
学
校
３
・
４
年
生
と
酒
百

さ
ん
が
一
緒
に
制
作
し
た
「
木
の
幹

の
張
り
子
」
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

紙
で
作
ら
れ
た
木
の
幹
は
、
実
際
に

木
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
作
家
と
子
ど

も
た
ち
の
協
働
作
品
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

浅
野
耕
平
さ
ん
は
、
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
で
花
の
一
生
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
花
壇
の
中
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
紙
吹
雪
を
舞
い
上
げ
る
と
若
葉
が

芽
生
え
、
さ
ら
に
紙
吹
雪
を
舞
い
上

げ
続
け
る
こ
と
で
、
花
が
咲
き
誇
り

ま
す
。
大
勢
の
鑑
賞
者
の
皆
さ
ん
で

協
力
し
て
紙
吹
雪
を
舞
い
上
げ
続
け
、

美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「G
ガ ー デ ン
arden」

会
期

令
和
８
年
１
月
12
日
㈷
ま
で

料
金

一
般　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生

４
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

助
成
（
一
財
）
地
域
創
造

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
植
物
の
葉
っ
ぱ
や
木
の
実
で
あ
そ

ぼ
う
》

三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
の
植
物
の

専
門
家
と
一
緒
に
活
動
し
よ
う
。

◎
24
日
(振)

参
加

３
０
０
円

講
師

井
上
雅
仁
さ
ん

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
落
ち
葉
で
ア
ー
ト
》

落
ち
葉
に
絵
の
具
で
色
を
付
け
て

画
用
紙
に
写
し
取
っ
て
み
よ
う
。

◎
１
日
㈯
〜
3
日
㈷

参
加
費

２
０
０
円

《
コ
ル
ク
の
壁
掛
け
》

コ
ル
ク
ボ
ー
ド
に
絵
を
描
い
た
り

紙
を
貼
っ
た
り
し
て
飾
ろ
う
。

◎
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

《
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
植
物
を
表
現
》

ニ
ー
ド
ル
で
表
面
を
削
る
と
金
色

の
線
が
浮
か
び
上
が
る
、
面
白
い
工

作
に
挑
戦
。

◎
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

《
し
め
縄
ア
ー
ト
》

藁わ
ら

を
編
ん
で
つ
く
る
、
本
格
的
な

し
め
縄
づ
く
り
を
体
験
し
よ
う
。

◎
22
日
㈯
・
23
日
㈷

参
加
費

７
０
０
円

定
員

各
日
先
着
15
人

※

予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師

畑
岡
律
香
さ
ん

《
野
菜
の
ス
タ
ン
プ
》

野
菜
に
絵
の
具
を
付
け
て
ス
タ
ン

プ
し
て
み
よ
う
。

◎
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

※

い
ず
れ
の
活
動
も
参
加
受
付
は
、

当
日
１
階
・
創
作
室
で
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
ま
で
。
材
料
が
な
く

な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,522 17,023 18,600 35,623
金 城 1,805 1,788 1,901 3,689
旭 1,222 1,166 1,137 2,303

弥 栄 608 495 532 1,027
三 隅 2,656 2,476 2,589 5,065
合 計 24,813 22,948 24,759 47,707

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

（単位：人）
人　口（９月末現在）

10
月
5
日
㈰
、
石
央
文
化

ホ
ー
ル
で
新
市
誕
生
20
周
年
記

念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
浜
田
市
出
身
の

元
プ
ロ
野
球
選
手
梨
田
昌
孝
氏

を
名
誉
市
民
と
し
て
顕
彰
し
ま

し
た
。

市
民
歌
合
唱
で
は
少
年
少
女

合
唱
団
の
歌
声
が
会
場
に
花
を

添
え
、
参
加
者
ら
は
節
目
を
盛

大
に
祝
い
ま
し
た
。

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

広
報

11 (2025年
)

N
o.295

令
和
７
年

今月の表紙

「
ぼ
う
け
ん
！
植
物
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中
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